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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員は、保坂良一議員であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（倉又 稔君） 
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日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。 

会議録署名議員には、２番、保坂 悟議員、１７番、古畑浩一議員を指名いたします。 

 

日程第２．一 般 質 問 

 

○議長（倉又 稔君） 

日程第２、一般質問を行います。 

昨日に引き続き、通告順に発言を許します。 

古畑浩一議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 〔１７番 古畑浩一君登壇〕 

○１７番（古畑浩一君） 

おはようございます。 

それでは通告に従いまして、これより一般質問をさせていただきます。 

１、観光振興と施設の整備について。 

国においても新潟県においても、経済振興策として交流人口の拡大を目指し、観光誘客のための

様々な施策を打ち出しております。 

糸魚川市もジオパークの世界認定、北陸新幹線の開通などを視野に交流観光の増大をプランニン

グしておりますが、一方で市街地観光の拠点であった翡翠園や谷村美術館の閉館など、従来の観光

施設の衰退は由々しき事態であると言えます。 

今後、市は具体的にどのような施策を講じて交流人口の拡大を図るのか。 

以下についてお聞きいたします。 

(1) 交流人口拡大プランの具体的な推進策。 

(2) 翡翠園、玉翠園や谷村美術館の活用策。 

２、海岸浸食と海水浴場の整備、なぎさ再生について。 

６月一般質問でも同様な質問を行いましたが、新幹線問題で時間を費やし詳細をお聞きできませ

んでしたので、今一度お聞きいたします。 

(1) 海岸の侵食の原因と経過について。 

(2) 糸魚川・大和川海岸の侵食状況と対応について。 

(3) 海水浴場の現状と設備整備の計画について。 

(4) 海を活用した観光振興策について。 

(5) 海をまちづくりにどのように位置づけるのか。 

(6) なぎさ再生にどのように取り組んでいかれるのか。 

３、糸魚川駅構内に発生した土壌汚染について。 

去る８月２３日の議会運営委員会で報告された糸魚川駅構内・解体された赤レンガ車庫付近で検

出された土壌汚染は、ヒ素が基準溶出量の２.７倍、鉛が２.１倍というもので環境問題を考える上

でも重大な問題であります。 
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原因者となりましたＪＲ西日本の責任は大きく、糸魚川市としても市民の生命、財産を守る義務

と、安心・安全なまちづくりを推進する観点からも看過できない事件であると考えます。 

水源地や井戸、小学校なども隣接していることから、市民の不安を取り除き、問題解決に向けて

速やかな処置を講ずるべきであり、行政としての対応を問うものであります。 

(1) 発生した土壌汚染の詳細な数値と市民生活に及ぼす影響について。 

(2) なぜ土壌汚染に至ったか、その経緯について。 

(3) 土壌汚染の土地は、市が駐車場用地として購入予定であるが、今後の対応はいかがか。 

(4) 発生からの経過と住民説明など対応の遅れについての責任問題について。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

失礼いたします。おわびして訂正をお願いいたします。 

ただいま糸魚川構内に発生した土壌汚染について、砒素と鉛の数値を逆にして申し上げてしまい

ました。もう一度言います、ヒ素が基準溶出量の２.１倍、鉛が２.７倍であります。申しわけござ

いませんでした。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

古畑議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目、交流人口拡大プランの具体的な推進策につきましては、今後、策定予定の糸魚

川ジオパーク戦略プランに基づき、交流人口の拡大を図ってまいりたいと考えております。 

２点目の翡翠園や玉翠園や谷村美術館の活用策につきましては、当市の観光誘客の重要な施設と

とらえており、市といたしましても開館に向けての要望を行っているところであります。相手方と

協議をさせていただく中で、まずは早期開館につながるよう、努力してまいりたいと考えておりま

す。 

２番目の１点目、海岸侵食の原因と経過につきましては、この海岸侵食につきましては全国的な

傾向であるわけでありますが、姫川流域の砂防ダムの建設などによる土砂流出量の減少と、姫川港

の防波堤の建設による、沿岸流の変化などによるものと考えられます。 

２点目でありますが、糸魚川海岸では１点目に申し上げた要因などによりまして、なぎさが後退

しておりますが、県事業や人工リーフや離岸堤の整備を実施いたしております。 

また、大和川漁港海岸では、現在進められている海岸保全事業は、今年度で事業完了することに

なりますことから、今後の海岸保全の支障について調査、研究をしてまいります。 

３点目の海水浴場につきましては、能生地域に３カ所、糸魚川地域に２カ所、青海地域に２カ所

あり、今後、各海水浴場の関係者と協議をする中で、整備に努めてまいりたいと考えております。 

４点目の海を活用した観光振興策につきましては、海水浴場や釣り場、体験学習の地びき網や魚

さばき体験、遊覧船などの海から見たジオサイト等、誘客につながる利活用を考えております。 

５点目につきましては、海は市民の安らぎの空間でもありますが、観光資源として利活用を検討

してまいりたいと考えております。 
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６点目のなぎさ再生の取り組みにつきましては、平成１４年度、１５年度に県が姫川港しゅんせ

つ砂利を活用し、押上海岸で養浜事業を実施しておりますが、今後も引き続き養浜事業の実施を要

望してまいります。 

３番目の１点目、数値につきましては、行政報告でも申し上げましたとおり、鉛及びヒ素が、そ

れぞれ詳細調査箇所の９地点で基準値を超えており、鉛が土壌含有量で基準値１５０ミリグラム／

キログラムに対し、１７０から４００ミリグラム／キログラムで、ヒ素は基準０.０１グラム／リ

ットルに対して、０.０１１から０.０２１ミリグラム／リットルで、地下水濃度で０.０２グラム

／リットル検出されました。 

また、市民生活に及ぼす影響につきましては、健康被害に対する安全の確保が最優先であること

から、地下水調査を実施いたしました。調査の結果は、鉛、ヒ素とも調査したすべての井戸で検出

されませんでした。 

２点目の土壌汚染の経緯につきましては、ＪＲ西日本が新潟県生活環境保全等に関する条例に基

づく報告書を去る２５日に提出した段階であり、現在のところ不明であります。 

３点目でありますが、土壌汚染が確認された土地の一部は、市のパーク＆ライド駐車場の整備予

定地であります。 

今後、県の調査分析とＪＲ西日本への指導等が出た中で、当市の駐車場整備に支障のない形で対

応を要請しております。 

４点目でありますが、市が当該土地を購入する予定のため、ＪＲ西日本から事前情報が入ったも

ので、詳細は調査中とのことでありました。市民に公表する段階ではありませんでしたが、２３日

の議会運営委員会で、土壌汚染があったことについて報告いたしたものであります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

それでは、２回目の質問をさせていただきます。 

１の交流人口拡大プランの具体的な推進策。 

さて、５年間で５０万人の交流人口の増大を目指すという、この交流人口拡大プランであります

が、数値目標は果たして達成できるのか、お伺いをいたします。 

この計画でいきますと、現在、平成２２年、目標数でいきますと１８０万人を達成してなくちゃ

ならんという時期になってますよね。こうした数値目標は達成できるのか。そして現在１８０万人

という数字でありますけども、これは信憑性があるのか。また、新潟県ではどのように、この数字

を受けとめておるのか。また、観光振興やジオパークに対して、県の支援策というものは明確にな

っているのか。 

以上の点について、お聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

おはようございます。 

お答えいたします。 

交流観光の目標数値でありますけども、２０年度で１８７万１,０００人をカウントしておりま

した。しかしながら、昨年２１年度では非常に冷夏の影響を受けまして、海水浴客が約７万人ほど

減っております。トータルで１８３万人ということで、既に目標数値から少し厳しい数値というふ

うに変化しております。私どもは５年間で、先ほど議員おっしゃるとおり約５０万人の拡大を目指

して当初つくったわけですけども、もう１年目にして、かなり厳しい数値が出ていることは、これ

は現実であります。今回、戦略プランでもコンサルにお願いしまして、少し第三者的な目で広い見

地から私どものこの数字を、もう１回練り直す必要があるんではないかなというふうな気持ちもし

ております。 

県も各種観光事業の中で側面支援は、少しずつではありますけども拡大しております。そういう

意味では、非常に県下への、あるいは近隣県外の市町村への情報発信を含めて、もう一度しっかり

この数値に具体性を持つ中で、関係団体ともまた調整しながら、少し練り直す必要があるだろうと

いうふうに思っておりますので、今後の作業として、確実に急ぎたいというふうに考えております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

織田部長にちょっとお聞かせさせていただきたいと思いますけれども、基本的には初日の委員長

報告で報告したとおり、担当課としましては、具体的には庁内の委員会の中で、要するに数値目標

というものを張りつけてみたと。しかし、往々にして大変な急ぎ仕事であったということから、数

値を出した根拠については、やっぱりもう一度考えるべきではないかと思う。ここはやはり企画財

政等も含めて検討して、そして実施段階として、今、交流観光課、新しくつくってそこに預けたわ

けなんですけど、やっぱり数値に無理がなかったか。数字というものは、かなり縛りつけられるも

んであります。 

私は思うんですけれども、企画部署というものはやっぱりしっかり検討して、実効性があるから

こそ担当課に引き渡し、そして担当課については、こういう形の中でしっかりと目標数値を達成し

なさいと、指導的立場でやるべきなんです。無理な数字を押しつけられたんじゃ、担当課も私はや

っとられるもんでないと思うんですけどね。その辺でひとつ総務部長、見解をお聞かせいただきた

い。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田総務部長。 〔総務部長 織田義夫君登壇〕 

○総務部長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 
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交流人口拡大プランにつきましては、昨年の１１月に策定をさせてもらったということでありま

す。観光客数、それから宿泊者数につきましては、ある一定の方式といいますか、考え方に基づき

まして、今後、５年間の数値を試算をさせてもらったというものであります。 

ただ、先ほど交流観光課長が申しましたとおり、平成２１年度の観光客数の実績が出ております。

それを見ますと、一番大きいのは海水浴のほうが対前年度比３０％減ということで、前年の７０％

ぐらいにしかならなかったというものがあります。逆に申しますと自然景観、あるいは文化施設関

係、それらにつきましては、１０％以上の一応伸びがあるということであります。それからスキー

のほう、今回は一応雪に恵まれまして、１０％ぐらいふえているということであります。 

したがいまして、今、２０年度と２１年度と単年度で比較しますと、気象条件とかそういうもの

がもろもろ影響します。そういったことから多少その辺については、１年ではなかなかあれかなと

思っております。 

今後５年間のものにつきましては、もう少しきちんとした推計もしなきゃなりませんけども、た

だ、昨年の交流拡大プランの推計の仕方が、絶対正しいというわけではないというふうに考えてお

りますけども、その辺につきましては、今、戦略プランの中で、もう一度見直しをしたいと思って

おります。ただ、昨年の拡大プランにつきましては、それなりの一定の考え方で数値を出したとい

うことだけは、ご理解を願いたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

やっぱり自然が最大の売り物という糸魚川の観光状況を考えると、天候によって観光入り込み客

数が大変推移するという、それは私もそう思うんです。 

ちょっとそこで、この観光の交流人口拡大プランの中には、フォッサマグナミュージアムの入館

者数、これもＶ字ではね上がるという想定のもとでやっておりますが、これはあんまり天候に影響

されない施設だと思うんですが、本年度の入り込みと、実績でいくと昨年度の入り込み数ですか、

それと比較して計画の人口等は、どのような対応になっていますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

小林文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 小林 強君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（小林 強君） 

お答えいたします。 

フォッサマグナミュージアムの入館者数につきましては、昨年に比較をいたしまして、世界ジオ

パークの認定を受けましたことから、増加しておるという認識でおります。 

○１７番（古畑浩一君） 

具体的な人数を聞いておるんだ。 

○教育委員会文化振興課長（小林 強君） 

２２年度の具体的な人数でしょうか、２１年ですか。 

失礼しました。少し調べさせていただいてお答えします。 
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○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩します。 

 

〈午前１０時１７分 休憩〉 

 

〈午前１０時１７分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田総務部長。 〔総務部長 織田義夫君登壇〕 

○総務部長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

フォッサマグナミュージアムでありますけども、昨年につきましては入館者５万９,５９１人と

いうことで、相当の伸びがあるというとこであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

そんなに難しいことを聞いてないんでね、ここはすっきりと今のように答えていただければいい。 

こちらのほうは交流人口拡大プランの計画、やや上回る状態で推移している。ただ、昨年はトキ

めき国体や天地人効果というのもありました。ジオパークが認定されるという、ファーストインパ

クトのあった年だということもあって、やっぱりこれは当然見込まれます。この後、どうキープし

ていくかというのは、今後問題になっていくんですね。 

さあ、そこで前回提案をいたしました着地観光への取り組み、課長は就任して本当にわずかな時

間でもありましたけれども、観光協会や宿泊業界への協力体制というのはどうなっているのか、お

聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

お答えいたします。 

観光協会と宿泊施設関係については既存のイベント、ないしは事業で非常にかかわりを持たせて

もらってます。ただ、新しいチャレンジで、ジオパークをめぐるツアーとか、そういう部分につい

ては従来の体験を多少含ませていただいておりますので、根知地区とか、それから能生の海の体験

のできるようなところを、個々に宿泊体験宿として調整をとりまして、それぞれの地域でお願いし

ております。 
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今後、特にＮツアーさんとかＪＴＢさんを含めまして、少し前向きな活動が展開されるに当たり

ましては、市内の観光協会をはじめ関連者ともうちょっと連携を密にとりまして、推進してまいり

たいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

滝川課長とは就任早々大激論を交わして、もっとしっかりやってもらわな困るということを申し

上げました。しかし、せんだって日曜日に行われたクラシックカーレビューなどのイベント、そこ

だけに限りませんけど、本当に大きな汗をかいて一生懸命、実行委員の皆さんと汗を流している姿

というものは、私は相当インパクトが強かったと思います。そういったことで、ぜひそういった皆

さんと信頼関係を築いていただいて、ひとつ観光行政を、やはりこれからも推進していただきたい

と思うところであります。 

さて、現場で汗をかくのはいいんですけども、基本的な全体の壮大な絵を、設計図をどうしてい

くかというのが、これまでのテーマになっておりました。 

そこでお聞かせいただきますが、今まで甲村議員の質問の中でも出ておりましたけども、今回や

ったプロポーザルによって選ばれたコンサルタントというのは、どのようなプレゼンをして、そし

て今後どのようにかかわっていくのか、お聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

お答えいたします。 

基本的にプロポーザルを経まして戦略プランの作成に当たっては、きのうも答弁させていただき

ましたけど、１つは、交流人口拡大が軸になる、これが基本になると思います。そういう交流人口

拡大に対していわゆる糸魚川ジオパーク、これがどういうかかわりをもって、しっかり機軸になっ

ていくんだということが１つでありますし、それから２４のジオサイトがあります。それらが個々

にどんな役割を持って、地域の振興のためにどういう推進の仕方をしていくのかということが、大

きな課題であります。そういうことを含めまして、これからもうちょっとしっかり詰め直しながら、

それぞれのステージによって調整して、計画していきたいというふうには考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

地元の業者も数社、これには応募してると思うんですよ。ジオパークや観光の課題をよく理解し

た、地元業者が全く選ばれることなく、これまた東京のプロポーザルの会社でしたかね。そこがや

っぱりすぐれていた点というのは、どういうことなんですか。そして糸魚川や糸魚川の観光事情と

いうものをよく知ってる会社なんでしょうか、お聞かせいただきたい。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

今回のプロポーザルにつきましては、庁内選考委員会を設けまして行ってきたわけですが、それ

らの専門業者のところに投げかけしまして、１３社が全国の中で申し出がありました。そのうち地

元に関係された方が２社あったわけでありまして、第１次につきましては、書類審査の中で５社に

絞らせていただきました。 

それらの中で具体的な人口拡大、あるいは活性化の事業の立案、あるいは実施計画に具体性があ

るもの、糸魚川市が求めているものを、より提案を身近に感じるものを絞っていったわけですが、

やはり最後に残った５社の中では特徴的なものは、地質とかそういうものの専門の会社が入ったと

ころでは、やはりそれなりの地質とか資源等の生かし方を話されておりましたし、もう１社は金融

機関系の方でありましたので、経営戦略的なものを話されていました。それから観光的なものを取

り扱った会社では、いろんな実践例を申した中で、糸魚川でそれらを生かせないかというような話

が出ました。それらを総体的に見る中で、８人の選考委員の中で点数を掛け合わせ、それから市長

も参加いただく中で１社に絞らせてもらったわけです。 

その１社に絞った会社につきましては、大変ここ８月前からですか、糸魚川市に関心を持たれて

おりまして、いろんなジオサイト、あるいはいろんな事業も、既に研究をされて参画をされていた

という熱心さも最後のほうで主張がされたということで、選ばさせていただいたということですが、

今後はこれらの方については、ほかの４社の方もいい提案があったわけですので、それらをしっか

り見据えながら、今後、長い間のかかわりを持つ中で、この事業展開を詰めさせていただきたいと

いうことを申し入れをさせたところでありまして、今後詳細については、また担当課のほうで、そ

の事業所と詰めていくことになると思ってます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

副市長がおっしゃるように、そういう確かな目で見られたんだから、すばらしいところなんでし

ょうね。今後は楽しみにしたいというふうに思っておりますが、やっぱりこれからという話になる

んです。そうじゃないでしょう。もうジオパークも、交流観光拡大プランももう進んでいる。より

実践的に、全国へ、世界へ発信するためのノウハウを持つところに、即戦力で入ってきてもらいた

いというのが、議会側の要望でもありましたし、そういう観点に立ってやってほしいという、やっ

ぱり市民の要望も強い。市が至らざるところをプロの力をもって、本当に世界へ躍進していただき

たいという願いを込めている。これからやるというのは、ちょっとがっかりですけども、早急にひ

とつ戦略プランというものを、より実践的にやっぱり組んで出していただきたいと思います。 

そこで、その中で１つやっぱり注文をつけたいのは、今回はジオパークじゃなくて、交流観光プ

ランを私がやってるのは、ジオパークの２４サイトから漏れるところ。例えば今回も取り上げてま

すが、市街地観光の拠点づくりとしての具体的な施策は盛り込んでいけるのか。 
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祭りやイベントなどを精力的に取り組んでますよね、けんか祭り、おまんた祭り、クラシックカ

ーレビュー、それぞれ２万人、３万人って動員するでかいイベントですけども、結局、イベントだ

けに頼っている状態なんですよ。じゃあ通年観光の拠点としての観光施設は、不足しているんじゃ

ないかということを私は申し上げている。それを今、皆さんはどのようにとらえ、どうしたいとい

うふうに考えているのか、お聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

お答えいたします。 

確かにおっしゃるとおり、今はかなり祭り、ないしは各イベントを含めまして、事業としてのつ

ながりが非常に市内に多いです。そういうものの拡大はもちろん、定着等を含めまして重要なわけ

ですけども、それだけでは非常に弱い部分が確かにあります。 

議員がおっしゃるとおり、その２のほうで出てきます市内観光の拠点として翡翠園とか玉翠園、

美術館等があるわけなんで、しかも先般、関係者の努力によって、タクシー観光の部分が２分の

１価格で運用できるようになりまして、駅から観タくんということで、駅商品としても１０月から

運輸局の許可を得て、展開できるようになりました。２時間６,０００円、３時間９,０００円とい

う、非常に今までよりは割安な展開で、そうしますと非常に１つのジオサイトを含めた形の中では

市内観光をめぐると、そういう部分では非常に重要な位置づけになってきます。そういうので関連

づけながら前向きに関係者と調整をとって、やはり市内の観光拠点として数点、私どもはセットし

ながら確実にご協力いただけるような形で、少し努力したいなというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

今、もう既に名前が挙がりましたけども、これは建設産業常任委員会の中でも市内観光の拠点の

整備ということで、初日に委員長報告させていただきました。その中で副市長の談でありますけれ

ども、やはり糸魚川の宝として整備していきたい。民間の施設であるので糸魚川市とすれば、今ま

で支援策ということについては、具体的なものは講じることができなかったが、今後はそうもいか

ないという答弁がありましたよね。 

市長、具体的にこうした民間が整備をしてきた観光施設、このほかにも金子つつじ園とかいろい

ろありますよね。行政と民間というレベルの差はありますけれども、やはり市内観光、町中観光の

拠点というのは、ほとんど民間ですよね。これを今度どう体系的に活用して、行政としては支援し

ていくのか。これは早急に対策を講じなければいけないと思うんですが、米田市長、そろそろこの

辺で、お考えをお聞かせいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

確かに交流人口の拡大の中においては、今、ジオを中心にして推進をさせていただいております。

ただそれだけでは、やはり本当の観光にもつながってないんではないかと思っております。専門家

の方だけでは交流人口というのは、そんなに大きくはないだろうと思ってるわけであります。そう

なりますと必然的に、観光というのはどうするんだ、また、観光にどのように結びつけていくんだ

というところが、問われるところだろうと思っております。 

それには今ほどご指摘のとおり、以前からある観光の名所、そしてまた観光施設となり得るとこ

ろ。そしてまた、今行っていただいてるイベントというものを、どのように連携をしていくかとい

うところに、つながるんだろうと思っております。ただ、今までのように行っておっても、同じ状

況になるわけでございますので、拡大する１つの方向には行かない部分であります。 

ただ、そんな中でツールといたしましては、ジオパークという１つのツールで関連性をつなげて

いきたいと思ってるわけでありまして、そうなりますと支援をする方向も出てくるわけであります

が、今までみたいに単独でばらばらだと、支援の仕方もできなかったわけでありますが、今言った

ように、１つの考え方の中で連携をとるということになれば、やはりチームプレーという形の中で

進めていけるわけでございますので、そういった１つの仕組み、体制というものも整えながら、整

備をしていきたいと思っております。 

やはり行政というのは公平性、そしてまた皆さんに、ただ公平だけではいけないわけであります

が、特化してどのようなものができるかというとこら辺を調査をしながら、また、支援をする形を

どのようにしていけばいいかというところを、これから整理をしていきたいと思ってるわけであり

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

ジオパークは、１つには地質だけではない、人の文化や歴史まで含めたもの。だから何度も言っ

てきましたけれども、大地の公園ではなくて、ユネスコ認定世界地質文化遺産と、やはりしっかり

と銘打つべきですよ。そしてジオパークばっかりに目が行って、市内観光には何もしてくれないじ

ゃないかという不満を埋めないとだめです。 

この日曜日にも、クラシックカーレビューのところにロンドンタクシーを持ってきて、レトロタ

クシーというふれ込みで、今後、民間でもそういった活動をしていきたいと。ただ、ロンドンタク

シーだけが走っていてもだめなんですよ。それに見合ったロケーションやシチュエーションという

ものを、やっぱり私はつくる必要があるというふうに思ってます。 

それから１８０万人を超える観光都市なら、もっと税収だとか、経済波及効果が大きいものがあ

ります。どうしても数字だけが遊んでいるようにしか私は見えません。だったら一番のやっぱりル

ート、１４８号１つ見てくださいよ。上のほうから、もうドライブインがなくなり、ガソリンスタ

ンドがなくなり、ホテルがなくなり、お土産屋さんがなくなり、カニ売り場がなくなりって、

１８０万人で毎年１０万人ずつふえていくんだったら、つぶれるわけないじゃないですか。そうい
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うことも実質面の中では、市民は全く実感してないと言うんですよ。数字が上がった、目標は今の

ところ数値は達成してるって言ったって、目に見える形の中で観光産業というのもを、私はしっか

り推進していただきたい。 

次があるんで、あんまり長くはできませんけれども、やっぱりジオパークも交流人口拡大プラン

も、市民総がかり的な取り組みが必要である。これは前からずっと言ってきたことです。２４のジ

オサイトだけではない、細部まで血の通ったアクションプランの必要性、今後、戦略プランの中に

おいては、こうした今までの観光振興に対するさまざまな要望、そして４年後に開通する北陸新幹

線に対応した、過去と現在と未来というものをしっかり把握したプランにしていただきたい。これ

は強く申し上げます。 

それでは、続きまして大きな２番、海岸侵食と海水浴場の整備、なぎさ交流について。 

これは交流人口の拡大プランを考える上で、重要な点で海の活用という部分が私は欠落している

と思っております。夏の観光の目玉であり、海のまち糸魚川として再考していく必要がある。糸魚

川の海がなぜ魅力をなくしたのか。それは答弁にもあったように、１つには砂防ダムであり、１つ

には沖防の延長工事であり、極めて人為的な問題があるというふうに考えます。先ほどの数値にあ

ったように、冷夏の影響で７万人、８万人という入り込み客が減りますよね。逆に言えば、それだ

けのインパクトと集客力があるのが海であります。 

そこでお聞きしますが、なぜ広大な砂浜が消えたのか、いま一度お聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

早水建設課長。 〔建設課長 早水 隆君登壇〕 

○建設課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

今ほど市長が申し上げたとおりなんでございますけども、細かく言わせていただきます。 

これの結果については、市の考えでこうだろうということでなくて、昭和６１年度に姫川港漂砂

調査報告書というのが出ております。 

これについては県の港湾課のほうで調査をしたものでございまして、今後どうなるかということ

であります。あるいは漂砂についての原因だとか、いろんなものを調査してありますが、その報告

書によりますと、近年、河川上流域での発電用のダムだとか、あるいは砂防ダムも築造されたとい

うこと。それから姫川が改修されたこと。それから姫川の上流から洪水時に出てきたものが、山本

から須沢の河口までの間、地域的には大野、今井、上刈、寺島、須沢等があるわけでございますが、

そこへ堆積するわけですね。そうすると、そのままにしておきますと、当然、近隣に溢水をしてし

まって、災害が起こるわけでございますので、ある程度、定規断面というのがありまして、それを

確保するためには、たまったものは絶えず計画的に土砂の撤去をしておるということも、１つの原

因だということになっております。 

それから２番目に大きいのは、西防波堤の延長に伴って土砂の供給、あるいは流出、そういった

バランスが完全に崩れてしまったということでございます。当然、姫川から出た土砂が西防波堤に

よりまして、東側のほうへ土砂として、漂砂として行かなくなったわけでございますので、それが

行かなくなって、なおかつ北北西の風、冬季間は非常に風が強いわけでございます。そういったと
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きの土砂というのは、そのまま西側のほうへ流れて行くということで、東側のほうへは供給する土

砂が流れていかないということは、もう既に２４年前でございますね、昭和６１年というのは、そ

の段階で、それは報告書の中で書かれております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

この海の問題は、私ももうことしで議員生活２０年になりますけれども、本当に初当選のときか

ら訴え続けて、ずっとその調査報告書も見ておりますし、一緒に民間と研究したこともありますし。 

ただ、今の言い方を見ると、１に砂防ダムという言い方ですが、１に西防の延長工事でしょう。

もう認めなさいよ、ここまできたら。じゃあ西側の砂のつき方は何なんですか。青海の職員の方も

多くいらっしゃると思いますけど、かつては向こうがテトラポットに埋まってた海だったんですよ。

今はそのテトラポットを砂が埋めてる状態なんですよ。それで何で土砂の流出が少ないと言い切れ

るんですか。明らかに土砂の流出は減少したとは言いながらも、１つの砂浜を形成するには十分な

量が出てるということです。これがまず１点目。 

そして西防の延長工事によって、糸魚川、押上、大和川、今や浦本、今は能生だってそうでしょ

う。そして年々、高波災害が東側へ移動してるじゃないですか。こういった現象の因果関係が、私

は第一には、この西防の延長工事にあると。まず、ここからスタートすべきだと思うんです。第一

は、そうではないかと思います。主な主たる原因は、そこにあると思いますが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

早水建設課長。 〔建設課長 早水 隆君登壇〕 

○建設課長（早水 隆君） 

古畑議員の言われるとおり、主原因はそこにありますが、過去の経過の中で、もう防波堤ができ

る前から全国的に、なぎさが侵食されているという状況がありました。そういう経過の中で順番的

には、そういう順番からきて、最後に西防波堤ができたことによって、それが主たる原因になった

ということで、順番は別に主がどちらという意味で言うたわけじゃございませんが、経過の中で話

したものであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

行政はすぐ困ると、人口問題もそう言うんですけど、全国的に減ってますんで、侵食も全国的に

侵食されていまのでと言いますけれど、実際に人口がふえてるところもあれば、砂浜が伸びてると

ころもあるんですよ。だから全国押しなべてじゃない。糸魚川には、そういう原因があるんだとい

うことを、まずしっかり決めなさいと。これは責めているんじゃないんですよ。原因がはっきりし

なけりゃ、対処ができんということでしょう。そこから、まず考えていかなくちゃならんというこ

とですよ。 
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そこで次にお聞きしますけども、これはまさに人災と言われる海岸侵食なんですけども、浦本地

区でも県で侵食対策に乗り出すということが、この間の新聞に出ましたよね。これちょっと具体的

にお聞かせいただきたい。 

○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩します。 

 

〈午前１０時３８分 休憩〉 

 

〈午前１０時３８分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

早水建設課長。 〔建設課長 早水 隆君登壇〕 

○建設課長（早水 隆君） 

浦本の中宿海岸でございますけども、ことし、平成２２年度につきましては、ブロック製作

１６０個の据えつけ等をやるわけです。これは延長が５０メートルございまして、既に業者は本間

組が受注をしております。１１月上旬までに据えつけまで完了する予定になっておりまして、これ

については、現在、当初予算で１億４,０００万円ほどありますけども、今後、追加補正等で

９,０００万円を追加しまして、トータル今年度２億３,０００万円の事業をするということであり

ます。 

この事業につきましては、既に災害が起きた段階から県のほうへ要望してきたわけでございます

けども、海岸侵食事業ということで公共事業でやりますと、相当事業化するのに時間がかかるとい

うことで、県の単独事業で今スタートしていたものが、今回、改めて公共事業でできることになっ

たということで、今年度、平成２２年度、新潟県の中で新規が２件ありまして、佐渡市と当中宿海

岸の２カ所が新規採択になりまして、今後事業を進めるわけでございますけども、今の段階で総事

業費９億１,０００万円。この離岸堤については、既に２.５キロできとるもんですから、残りの

３.５キロをやりたいということで、総事業費９億１,０００万円で事業化されておりますので、今

年度発注しまして、来年度以降も随時整備を進めていって、一日も早く完成をしたいということで

考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

本当に高波災害で大変な苦労をされてきた浦本、中宿海岸を９億１,０００万円かけてやってい

ただく、これは朗報だと思う。やっぱりそれだけのアクションを起こしていかなあかんということ

ですよ。じゃあ押上や大和川、一見、人工リーフや離岸堤工事で完了しているように見えますけど、
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現在、その後の調査というのは行っていますか。現状は、どういうふうに把握しているんでしょう

か。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

早水建設課長。 〔建設課長 早水 隆君登壇〕 

○建設課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

中宿海岸につきましても、一時国道をとめたり、あるいはＪＲを少しとめたりなんかした、本当

に大きな災害としてあったわけでございますけども、いずれにしても、そういった災害が起きた段

階でのそういった防護というのが優先でありまして、養浜的なそれ以上の災害の防ぐための防護的

な事業というのは、なかなか前へ進んでいないというのが実態でございます。 

そんな意味で、糸魚川海岸、竹ケ花地区海岸も含めて整備をしてもらっとるわけでございますの

で、今後も整備はしたんだけど、それはあくまでも防護のための原形復旧であって、まだまだ侵食

が進んでいるということは十分承知をしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

姫川港の整備促進によって、糸魚川の産業界というのは大変な恩恵をこうむった、糸魚川市とし

ても大変な恩恵をこうむった。 

しかし、逆に市民の憩いの場であり、大きな観光の優客的なものがあった砂浜が消えて、やはり

そこにふるさとというものが削られたということがあります。それから、具体的には高波災害やそ

ういったもので、日々安全と生命、財産が脅かされている状況は、年々深刻になっているというこ

とです。大和川地区の方からも、大変ないろいろな要望をいただいております。 

これは県が策定した離岸堤の完成予想図でありますが、県の説明では高波を防止するとともに、

砂浜がつくという計画の中で地元は協力してきたと。しかし、ふたを開けて現状を見てみれば、砂

がつくどころか堤防から飛びおりるぐらい海が迫ってきていると。砂浜におりるための階段は、今

や海の真ん中におりていく階段となっている。さらに地元の方が潜って調べましたら、それはもう

浮き橋になってると言うんですよ。大和川海岸のあの湾岸道路が、すべてえぐられて浮いている状

態だと、これは大変危険だと。住民は大変な恐怖を感じているので、直ちにひとつ調査をしていた

だきたい。これは要望書を私はいただいたんですが、これは後にまた市長のほうに正式に、大和川

地区のほうだけに限らず、沿岸の区長の皆さんが多分連携して、やはり海岸問題をもう一度考えて

くださいということを行政に直訴すると思います。 

これは私の口から言うのも何ですが、海岸安全施設危険箇所の安全対策を取り急ぎ強化してほし

い。２つ、国・県・市が一体となり、安全・安心な海岸づくりを目指し、各地区に合ったなぎさ復

活プランを明らかにしてほしい。海岸保全において所管の違いによる格差是正を強力に推し進める

こと。官民一体となった海岸利用の施策を立てることと書いてあります。 

その中には切々と現状に対する恐怖や、また期待というものが入りまじった文書になっておりま
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す。これまた市長、ぜひ届いたところには、これは真剣に受けとめていただきたいと思うんです。 

先ほども言うように、ほぼ人災と言われる中で、市民が自分たちの財産をやっぱり削られてきた

わけであります。しかし、そういうことについては、姫川港が整備されて産業が振興されるならと

いうことで、市民は理解してきたんです。今度は市民の福祉のために行政が頑張る番ではないでし

ょうか。 

皆さんはこの侵食問題については、近年、県や国に何か申し上げたことありますか。要求をした

ことがあるんでありましょうか。お聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

早水建設課長。 〔建設課長 早水 隆君登壇〕 

○建設課長（早水 隆君） 

国土交通省なり、あるいは県庁のほうへ市長をはじめ出向きまして、毎年要望はしております。

特に、この海岸侵食についても強く要望しているのが実態でございます。県のほうでも絶えず言う

のは、なぎさ再生といいますか、今まであったものに戻すというんじゃなくて、そこまでしたいん

だけども、なかなか現実に予算的な面もあってまず防護、人災、いわゆる人を災害から守るという

防護のほうをどうしても優先せざるを得んし、また、それだけの予算しかないという中で、今現在

動いているんで、そうは言われても実際地元の皆さんは非常に困っとるわけでございます、糸魚川

市も非常に困るわけでございますので、これからも強く要望していきたいと思っております。よろ

しくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

議員ご指摘のように、私も防災的な面で非常に危惧いたしておるわけでございまして、毎度、国、

県、また出先もそうなんですが、あわせて要望させていただいております。 

そういう中で、さらに私は部分的に見ても１つの事業が１つ完了した。その１つの中で、どうな

んだということもあったり、いろいろあるわけでありますが、あわせて私は４５キロの海岸線、す

べてに対して侵食いたしております。西の市振の端からすべてずっと東側まで、全部そういうとこ

ろがあるわけでございますので、その辺をあわせて、さらに強い国、県への要望をしていきたいと

思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

国交省では基本的には今言う、ふるさとのなぎさを取り戻すという考え方そのもので、今事業は

ありますよ。それを取り入れているところは太平洋側ですけど、あるじゃないですか。ないわけじ

ゃないんですよ、メニューがあるんです。 
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それから今回もこの要望書をいただいた大和川地区の代表者の皆様、この方々は基本的には地元

の国会議員を頼って、そして直接に農水省へ行って直訴もしてきた。そしたらそのときに言われた

言葉が、地元の行政は何をやってるんですかねと、聞いてないということです。 

これはやっぱり今の市長、それから課長のお話でも国交省を中心にというお話でした。もう１つ

はやっぱり農水省。この所管の垣根を外して頑張ってもらいたいというとこは、そこにあるんです。

農林水産省海岸があり、かつては運輸省海岸があり、建設省海岸がありと。米田市長も議員時代、

大変そこは苦労してきたことですから、よくわかってるはず。私が言うのも変ですけれども、よく

わかっていらっしゃる。それが今、国交省で１つになっとるんでしょう。やっぱりその中で、しっ

かりとした要求をしていただきたい。複雑な海岸線であるのは私も理解してますけれども、そうい

った意味では、攻めようにつきましてもう一工夫、私はしていただきたいと思うんであります。こ

れはまだ今後も、当然出てくる問題でありますので、これはしっかりと今後も要求していきます。 

それから具体的に、次の２番ですが、海水浴場の現状と施設整備の計画。 

もう合併したんですから、能生も青海も海水浴場があるから、糸魚川も一緒だというのはわかり

ますよ。けどね、マリンドリーム、ピアパーク、弁天岩海岸、ここには今まで本当に大きなお金を

使ってお客さんを誘客して、そしてサービスできる施設としてなってます。けど糸魚川は、大和川

海岸の海水浴場の現状はどうなってますか、どういうふうに把握してますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

お答えいたします。 

確かに糸魚川地域の海岸を見てみた場合には、養浜を含めて砂浜と言われるような、やはり広い

意味で、お客さんがそこを利活用できるような状況には、なってないというふうには現状把握して

おります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

滝川課長が就任早々、私と激論を交わしたのは、この問題でありましたよね。特に管理費、約

１００万円の管理費をめぐって、能生や青海では地元の観光協会の人が独自にやっているんだから、

糸魚川でもやれと言った。 

しかし糸魚川の砂浜で、既に十何件あった浜茶屋も消え、民宿もかつての半分ですよ。一夏で稼

いだと言われた糸魚川浜の伝説なんか、今はもうないんですよ。そこに、さらに負担を強いろうと

したんです、現状も知らずにですよ。現状はどうなってますか。地面から生えたようなシャワーと、

１本にょっきりと出た水道。着がえるところはない、トイレは工事用の簡易トイレでしょう。炎天

下の中で、あの中に入れると思うんですか。それを海水浴場だと、糸魚川は言ってきたんじゃない

ですか。大和川なんか、さらに悲惨ですよ。古畑さん、あんまり強く言うと海水浴場を取り消しま

すよと言うんでしょう。おどしかと言うんですよ。 
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私たちはそこで暮らして、そこで商売をやってきた人間だっているんですよ。けど、その人たち

は、市に損害賠償なんか請求したことないでしょう。市民は市民の立場で糸魚川の行政を理解しよ

うとしているんです。今度は行政の皆さんが返すべきでしょう。今の海水浴場を私は整備すべきだ

と思う。交流人口拡大で、海水浴や海を使った部分が欠落するっていうのは、そういうことなんで

すよ。かつて７万人、８万人来てたんですよ、糸魚川単独で。１４８号が衰退したのも、海の魅力

が消えるのと比例しているじゃないですか。それらの現状を踏まえて、課長、やっぱりしっかりと

した、私は物事を言ってほしいと思います。その件について、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

お答えいたします。 

確かにおっしゃるとおり、これは広範な言い方をすれば、また先ほどの話みたいに言われますけ

ども、青海地区、能生地区も含めまして、最大誘客のころから比べれば、確かにお客さんは、スキ

ーのお客さんもそうですけど、激減しているのは事実です。 

ただ、やはり立地的条件で、かなり糸魚川の場合は今ほどお話のとおり、非常に厳しさが増して

いるかなというふうには思っております。 

ただ今後、地元の皆様が利活用したり、そういう空間でありますので、ぜひ地元の意見を尊重し

ながら、関係者とまたひざを交えて少し話を詰めて、今後の対応をしてまいりたいというふうに思

っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

糸魚川の海岸は、果たして魅力をなくしたんでしょうか。日本一の清流と呼ばれる姫川から流れ

る水は透明度も高く、日本海随一の透明度と。そして、きのう来ずっといろんな議員さんがおっし

ゃってますけど、珍しい本当に名石、奇岩、そういったものが実際に拾える。ヒスイだって実際に

拾えますからね。そして本当に人が少なくて、プライベートビーチのような感覚でゆっくりと過ご

せる、こんなすばらしい海岸はないんですよ。 

それから減った、減ったと言いますけどね、田鹿課長さんなんかは毎日見ていらっしゃると思い

ますけど、糸魚川のあのバイパス沿いの狭い駐車場は、いつ行っても満杯ですよ。入れないんです

よ、駐車場が狭くて。駐車場だけのキャパでいうと、毎日稼働率１００％、魅力なんか１つも落ち

てない。要は施設整備のおくれじゃないですか、問題は。 

さらに以前、市長、覚えていらっしゃいますよね、私が海の問題を必ずやる。行政の答弁は、海

岸であるか、また、高波災害が懸念されることから、固定したものを砂浜につくることができない。

東バイパスの建設とあわせて、その高架の下にトイレやシャワー、更衣室というものをつくりたい

という答弁がありましたよね。市長、政治は継続だと思うんですが、その点、どのようにお考えで

すか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今、議員ご指摘の点につきましても、大体整備が少しずつ進んできておるわけでございまして、

大体その概要が見えておるわけであります。そういったところで、今、駐車場の点につきましては、

これから対応できる部分の可能性が非常に出てきてるわけであります。そんなところも含めながら、

考えていきたいなと思っておりますし、海水浴ということになってきますと、ちょっと今すぐには

対応できるというのは、非常に難しい問題だろうと思っていますが、今ほど議員にも述べていただ

いておりますが、ジオパークの中で石を拾えるという形になってきますと、逆に糸魚川の海岸とい

うのは非常に魅力のある海岸になってくるわけでありますので、そういった１つの考え方を中心に

しながら、どのようにおいでいただけるような施設になり得るかどうかというのは、私は検討して

いきたいと思いますし、また、なり得るんだろうと思うわけでございまして、ただ単に道路だけつ

ければいいということではございませんで、そういった空間を生かしながら、そこの魅力のある押

上海岸になりましょうか、そういったところを探っていかなくちゃいけないんだろうと思っていま

すし、今まである計画を、そこで何とかしていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

この東バイパス高架の下を使うというのは、具体的に設計に入ってますか。基本的には、やはり

もう今、海川の中に支柱も立ってきて、そして今もう工事が始まってますよね。今のうちにちゃん

と、その整備計画に入っているのか。今言う糸魚川側の海岸施設の建設、それから対岸、渡って大

和川、大和川でもそこがいっせきの取りつけ場所は、今、海水浴客等の駐車場として活用されてい

る場所ですよ。 

やっぱり道路はできたわ、結局、何も変わらないわ、駐車場はないって、前より不便になったわ

という話は、私はおかしいと思う。今の設計段階で、しっかりそういうことを頭に入れてやってい

らっしゃるのか、お聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

東バイパスに関連する押上駐車場整備というのは、これはずっと東バイパスが始まった時点から

そういう構想があって、あそこの高架下の利用というのは、それぞれいろいろ所管が変わりました

が、計画自体はずっと引き続いて持っておりますし、基本的には、今、大和川まで今年度の供用開

始を受け、次の時点としては、押上までのまた供用開始があるわけですけども、そういう中では都

市整備課としては国土交通省との窓口の中で、市としてはそういう計画を持っておって、この下に
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はこういうものも一緒に協議させてくださいという話はずっと続いておりますし、その辺は国交省

も承知しております。 

ただ、そこの中の詳細設計等は、詰めておる段階ではございません。うちのほうは国交省とのつ

なぎとしては、こういうものは必ずあるもので、こういう空間は確保するような形での、ずっと要

求なり交渉はしてるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

より具体的に目に見える方向で、やっぱり私はちゃんとやっていただきたいというふうに思って

おります。 

かつて山田市長時代に、このなぎさプランというものを策定しました。夢のある、本当に希望を

わかしていただけるプランの数々でした。今、交流人口の拡大を目指すに当たり海水浴場や釣り、

マリンスポーツとしての海、豊富な魚介類を中心とした食としての海。日本海の夕日や石拾いなど

憩いの場としての海など、海の魅力を最大限に引き出す。２１世紀の新海とのふれあい構想を、私

は作成すべきだと思っております。 

いよいよこれから後期策定に入っていくわけなんですが、ここに挙げてあります海のまちづくり

に、どのように位置づけていくのか、なぎさ再生にどう取り組んでいくのか、これらを後期計画の

中で盛り込んでいくというお考えはあるでありましょうか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

先ほどもお答えさせていただきましたが、やはり我々はこの自然を生かす、そして自然資源をど

のように活用していくかということが、大きな課題でございます。 

特に海岸線は先ほども言いましたように４５キロ、これをやはり活用しないということは、私は

逆に考えれば不自然でございますので、その辺の位置づけをしっかりとらまえながら、その中で描

いていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

やっぱり米田市長は山の出だし、海のことは何も考えてくれんて言うとります。そんなことない

ですよ。一緒に海のなぎさプラン構想、ふれあい構想だって一緒にやってくれたんだと言ってあり

ます。一生懸命、私、かばってますので、市長はそういうことを言われないように、ぜひ計画の中

にしっかり入れていただきたいと思います。海のことを語ると１日あっても時間が足りないんです

けども、これはここでまた次ということにさせていただきたいと思います。 
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あと、きのう甲村さんの言った姫川港のしゅんせつした土砂、漁師は海から出るもんなら使って

もいいと言っておりますし、それから大町市で何回も取り上げてきましたけど、高瀬川ダムのあの

白い砂浜、捨ててるんですよ、あれがもったいないですね。砂浜じゃないわ、白い本当にきれいな

玉砂利ですわ。あれをきれいに海岸に並べるのも、私は手だと思います、景観づくりにもなると思

う。求めれば、材料はそこにあるんですよ。何とか行政のやる気の中で海岸、なぎさ復活、そして

深刻な海岸侵食、高波災害への対応ということは、肝に銘じて早急に対応していただきたい。この

件につきましては、強く要望して終わります。 

さあ、それでは続きまして、糸魚川駅構内に発生した土壌汚染について、これは緊急質問できま

せんでしたので、ここでやらせていただきますけども。 

これもう一度発生した土壌汚染の数値と、市民生活に及ぼす影響についてお聞きしますけれども、

ここではいただいた資料の中でも出てますけども、完全に民地側に汚染が拡大しているのに、民地

側は調べてませんよね。これはなぜなんですか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金平環境生活課長。 〔環境生活課長 金平美鈴君登壇〕 

〇環境生活課長（金平美鈴君） 

お答え申し上げます。 

ＪＲ西日本の説明によりますと、施設の立地履歴などから社内ルールにより任意にまずレンガ車

庫の跡地におきまして、４月末から土壌汚染対策法に定める特定有害物質全２５項目と、ダイオキ

シン類による土壌検査を実施したとのことでございます。その結果、一部で汚染物質が検出された

ということで、詳細調査に入ったということでございます。 

今、議員のおっしゃる民地のほうということでございますが、土壌汚染対策法につきましては、

自己の所有についての土地の調査ということでございますので、今回についてはＪＲ西日本の所有

している土地といいますか、そのことについて調査したということでございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

その点がいたって地元の自治体としましては、責任が不明確な部分だと思うんです。土壌汚染対

策法、これはことし、平成２２年４月１日に大幅改正されて基準が厳しくなっているんです。そし

て、これを講釈すると時間がなくなりますからやめますけど、この中でやはり問題なのは、原因と

なった事業者は速やかにそれを報告して、行政指導を仰ぐことになっているんです。 

今回この地図を、議員さんは見てると思いますけれども一般市民は見てないんですよ。いいです

か、旧赤レンガ車庫を中心として、そこから出ている赤が鉛、青がヒ素ですよね。これは完全に民

間側へ向かっているじゃないですか。なぜ民地の土壌調査をしないで、井戸を調べただけで、一般

市民に及ぼす影響はないと断言できるんでありましょうか。これは行政がやるなり、ＪＲ側にその

心配があるので、即時に調査すべきって指導すりゃいいんですよ、何でそれができないんでしょう
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金平環境生活課長。 〔環境生活課長 金平美鈴君登壇〕 

〇環境生活課長（金平美鈴君） 

お答え申し上げます。 

このように基準値を超える数値が検出された場合は、地下水の汚染がまず心配されます。まず、

第一の方策といたしましては、飲用井戸の調査を実施するものでございます。さらに８月２５日に

県の条例によりまして報告を、ＪＲが県のほうに届け出をしております。それによりまして、今後、

県のほうから指導、あるいはＪＲのほうから対策ということが示されるわけでございますので、も

う少し時間がかかるというふうに聞いております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

あのね、これさらにいただいた資料、そちらからＪＲが県に提出した資料を私も入手しましたけ

れども、これはやっぱりさっき言ってる２.１とか２.７というのは平均値ですよ。濃いところでは

３７０とか４００とか出てるじゃないですか。それはあくまでも平均にならしたものが、さっきの

数値なんです。 

ということは、決して安定的な状態じゃないということじゃないですか。しかも、検出された土

壌は浅いんでしょう。しかも、今ビニールシート等もかぶせてないじゃないですか。雨が降ったら

拡大するっていう危険性があるでしょう。だから公表は急げと私も言いましたし、市民に対しては

早急に市独自の調査をやることで鎮静化を図るべきだと。 

それは私の申したとおりに、皆さんやっていただきました。金曜日に行われた市長の記者会見で、

市民は今のところ一応鎮静化して、納得して落ちついてます。だから、このときにしっかりと調査

をして、原因者はＪＲ、監督は県なんですから、地元自治体として市民の安心・安全、生命を守る

ために、強く行政指導をすべきなんですよ、ここは。もう時間がなくなってきましたけれども、や

はりそういったことをやっていただきたい。 

まず、明確にしなくちゃいけないのは、なぜ土壌汚染に至ったか、それをはっきりすべきだと思

うんです。報告は来ましたか、原因。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金平環境生活課長。 〔環境生活課長 金平美鈴君登壇〕 

〇環境生活課長（金平美鈴君） 

お答え申し上げます。 

原因につきましては、今のところ不明ということでございます。今後、ＪＲ西日本の報告に基づ

きまして、県が調査、判断するということでございます。 
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また、安全についてでございますが、今のところは市といたしましては、地下水汚染が確認され

なかったことから、一応安全と考えております。今後につきましては、ＪＲに対して県が指導する

ことになります。土壌汚染対策法の要措置区域や形質変更時要届け出区域に指定されるか、あるい

はＪＲの土壌汚染の処理に対し、県が指導する県条例などでの対応なども考えられます。 

どちらにいたしましても、今回の場合は任意の調査でありましたため、汚染区域への指定はしな

いで、県条例に基づいた適用になるかもしれないというようなことも、県からの情報としていただ

いております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

これは法律解釈をやると時間がかかりますけれども、この土壌汚染対策法、土壌汚染調査の義務

のかかる土地、これをしっかり調査に当たって、自治体がそういうふうに命じる権利があるんです

よ。これしっかり権利をしてくださいよ。 

もとの土壌汚染は、そのまま残ってるんですよ。クリーニングしたわけでも、土地を全部運んだ

わけでもないんですよ。汚染された土地がそのまま残っている、ふたをしてない状態で残っている

んですよ。今出ないからといって、今後出ないという保障はないじゃないですか。それをしっかり

と県やＪＲに言って対応してくれと言う、何でそれができんのですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金平環境生活課長。 〔環境生活課長 金平美鈴君登壇〕 

〇環境生活課長（金平美鈴君） 

お答え申し上げます。 

こういう問題につきましては、県が行政機関でございます。当然、議員がおっしゃられるように、

市民に責任がある市でございますので、県、あるいはＪＲに情報提供もお願いしておりますし、そ

のように対応していきたいと思っております。 

それから今後のことでございますが、先ほど申し上げましたような適用になるかと思いますが、

どちらにいたしましても法律の基準にのっとって、対応がなされると思っております。例えばその

土地の入れかえとか、あるいはコンクリートによる封じ込め、いろいろ方法があるわけでございま

すが、それについてはＪＲの提案によって、県が指導していくということでございます。 

ただ、あの土地は新幹線の用地ということでございますので、そのことも含みながらＪＲの話、

あるいは県からの情報では、土地の入れかえ等になるのではないかというような情報はいただいて

おります。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 
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やっぱり、いたって真剣みにかけるんですよ。かつての清掃センター、大野、西海産業廃棄物、

それから能生木浦トンネルの水の手を切った、水源地が枯渇したという問題。やっぱり行政がもっ

と責任を持って、先頭を切って市民のために動いてくださいよ。そんな説明で、納得できるわけな

いじゃないですか。市民の安心と安全、財産を守るのはだれの役目ですか、お答えください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

所管は県だから、我々は知らないということではございません。我々も今そういう中においては、

２５０という１つの基準があったわけでございますが、３００に拡大して市独自でも水質調査をや

ってますし、また、この議会の中でお願いをしていくことになると思いますが、地質調査も早急に

したいということで追加補正をまたさせていただいて、皆様方にまたご承認いただく今手だても進

めさせていただいてるわけでございますので、そういったところで、我々は決して市民生活におい

て回避をしたり、逃げておるということではございません。率先してやっていきたいわけでござい

ますが、しかし、それには所管があるわけでございますので、そして、そういったところとの協議

をしながらさせていただきたい。 

まず、やはり市民の安全・安心は、我々が守るというのは基本でございますので、ご理解いただ

きたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

ＪＲから最初に汚染が検出されたのが４月、それから４カ月が経過ですよ。４カ月以上が今たと

うとしています。今、市長のご答弁のとおり、市としては断固たる立場で、市民の側に立って問題

に対処していただきたいと思います。 

以上で終わります。 

○議長（倉又 稔君） 

以上で古畑議員の質問が終わりました。 

暫時休憩いたします。 

再開を１１時２０分といたします。 

 

〈午前１１時１０分 休憩〉 

 

〈午前１１時２０分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 
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休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、古川 昇議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 〔８番 古川 昇君登壇〕 

〇８番（古川 昇君） 

おはようございます。 

市民ネット２１、古川であります。 

発言通告書に基づきまして、１回目の質問をしたいと思います。 

１、夜間訪問介護の実態とデイサービス事業所（通所施設）の宿泊事業についてであります。 

国が在宅介護を中心に進めている現状で夜間訪問介護は、介護者にとって安心感と負担軽減につ

ながる重要な施策と思います。 

最近、８月２４日でありますが、長妻厚生労働大臣は、来年度デイサービス施設において宿泊も

できる事業を盛り込むというふうに発表をいたしました。そこで伺います。 

(1) 当市における現状を伺います。 

(2) 宿泊サービスを新たに展開する背景について伺います。 

(3) 積極的な地域のニーズ把握や受け入れ事業所の掘り起こし等、今後の取り組みについて伺

います。 

２、糸魚川の就職、雇用状況について伺います。 

世界同時不況から順調な回復を示してきた景気の先行きに疑問符が投げかけられるような状況が

現れ始めております。 

生活実感に近い名目ＧＤＰが前期に比べて減少、年率では３.７％減でデフレの現象が顕著にな

ってきました。アジア向けの輸出を中心に、順調というふうには伺っておりますけれども、内需が

冷え込んできたこと、最近、円高が一層進み輸出にも暗い影が現れております。株価の下落も止ま

らない状況で、このまま推移すれば二番底に陥る心配も叫ばれる現状にあります。そこで糸魚川に

おける動向と雇用状況について伺います。 

(1) 雇用状況と今後の取り組みについて。 

(2) ハローワークとの連携、対策について。 

(3) 地元経済団体、関係団体への対策について。 

(4) 中学校及び高校への対策について。 

３、糸魚川市におけるこれからの平和活動についてであります。 

８月１日に「平和市長会議」に参画されたことは、核兵器廃絶に向けて国内はもとより、世界の

市民と連帯していく姿勢に感動を覚えますと同時に、この間、努力を重ねてこられましたことに敬

意を申し上げたいと思います。 

今年はＮＰＴ国際会議における一定の成功と広島・長崎に国連事務総長の出席、広島にアメリカ

駐日大使の出席があり、情勢が大きく動き出したというふうに思います。これからの運動に希望が

見えてきたというふうにも考えます。 

そこで、以下の点について伺います。 
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(1) これからの平和活動に向けて進めていく内容、考え方をお聞かせいただきたいと思います。 

(2) ８月６日の広島平和記念集会は、ことしが６５回、そして来年６６回を数えるわけであり

ますけれども、広島子ども派遣活動の実現は、いかがか伺いたいと思います。 

(3) 旧名立町で起きた悲惨な機雷爆発事故、６月の議会でも申し上げました。このことを風化

させないために、隣の市として平和活動にどう生かしていこうとしているのか伺いたいと思

います。 

４、新幹線建設に伴う融雪基地設置についてであります。 

北陸新幹線の温水パネル融雪設備の建設が横町４丁目に予定されているというふうに聞いており

ます。住宅街の中心地であり、その安全性と安心して生活していくことに対して、周辺市民の皆さ

んに不安感が広がっております。 

平成１９年１１月２６日に地元説明会を開き、意見集約をしてその後、周辺住民の皆さんの設置

反対の要望書が提出されたというふうに聞いております。以下伺います。 

(1) 現在までの経過と現状について。 

(2) 地元住民への説明により納得が得られたのかどうか伺います。 

(3) 今後の計画推進について伺いたいと思います。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

古川議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目、夜間訪問介護の状況につきましては、午後６時から午後１０時までの夜間の利

用者が８人、午後１０時から翌朝午前６時までの深夜の利用者はゼロ、午前６時から午前８時まで

の早朝の利用者が５人という状況であります。 

２点目の背景につきましては、家族の介護負担軽減が挙げられますが、新規入所施設の整備が困

難な状況にあることから、入所待機者への対応とも考えられます。 

３点目のニーズにつきましては、平成２０年にアンケート調査を実施し、要介護、要支援の認定

者数の約６％の方に利用意向があると把握しておりましたが、本年６月に実施しました訪問介護事

業所への聞き取り調査では、家族からの夜間の利用要望はありませんでした。 

なお、デイサービス施設での宿泊につきましては、国から詳細な情報がまだ入っておりません。 

２番目の１点目、雇用状況と今後の取り組みにつきましては、７月の当地域の有効求人倍率は

０.６６倍と、県平均０.５７倍と比べ高い水準にありますが、依然厳しい状況であると認識をいた

しております。 

今後とも求人説明会により、求職者と企業の出会いの場を提供するとともに、国の雇用対策の動

向を注視し、雇用対策基金事業の活用や事業所、求職者向けの支援制度等の周知を行ってまいりた

いと考えております。 

２点目につきましては、求人説明会や高卒求人の対策会議など、さまざまな場面で連携をいたし

ておりまして、今後も同様に協力体制を維持していきたいと考えております。 
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３点目につきましては、昨年度に引き続き高校生地元就職者への求人が厳しいことから、６月に

はハローワーク、市内３高等学校とともに商工会議所、各商工会へ、高校生求人の確保について要

望いたしたところであります。今後も状況に応じて、経済団体に対して雇用の確保、安定を要望い

たしてまいりたいと考えております。 

４点目につきましては、ハローワークによりますと、市内中学校卒業者の就職希望はいないと聞

いております。高校生につきましては、先ほどお答えいたしたとおりであります。 

３番目の１点目につきましては、当市の平和都市宣言が目指す、戦争のない真の恒久平和への願

いが一層前進するよう、広報等で市民への啓発を行うとともに、原爆死没者や戦没者の追悼と平和

への願いを込めた黙祷の実施、小・中学校での平和についての学習の充実、平和講演会の実施など

を、今後も継続して実施していくことが重要と考えております。 

２点目の広島子ども派遣活動につきましては、実施が可能かどうか検討してまいりたいと考えて

おります。 

３点目の旧名立町の機雷爆発事故につきましては、身近なところでの起きた事故として、小・中

学校へ資料を提供し、平和教育の題材にしていただくよう働きかけております。 

４番目の融雪基地の設置につきましては、平成１９年１１月２６日、鉄道・運輸機構が横町区の

役員に計画説明を行い、区ではこれを受けて周辺住民に計画内容を周知したところであります。 

その後、地元と機構の間で紆余曲折もあり、鉄道・運輸機構で再検討した結果、平成２０年７月

８日の横町区役員説明会において、建設計画の断念を役員に伝えております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

それでは、２回目の質問に入らせていただきます。 

１番目の夜間訪問介護についてであります。 

今ほどお聞きしました時間の経過はありますけれども、８人、６人、５人、それぞれそう多くは

ない数字だというふうには思います。糸魚川市における現状、今申し上げましたように利用度はあ

んまり、少ないということでありますけれども、制度として整えてあっても、実際、介護者が必要

というふうに、あまり利用度がそうないと思いますので、感じていないのではないかというふうに

も思いますけれども、この点についてはいかがでありましょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

結城福祉事務所長。 〔福祉事務所長 結城一也君登壇〕 

○福祉事務所長（結城一也君） 

お答えいたします。 

確かに数的には、非常に少のうございます。私もこれ実際に調べて聞いたときには、こんなもん

かなというふうに思ったんでございますが、ご存じのようにヘルパーさんを派遣する場合につきま
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しては、それぞれ要介護者についておりますケアマネジャーさん、いわゆる介護支援専門員さんが

その家庭の把握をしまして、必要な方に必要なサービスをということをやっておりますもんですか

ら、それを考えまして必要のない方には、当然、サービスはやらないということから考えますと、

深夜、いわゆる本当の夜間の利用はないというのが、糸魚川市の場合でないかなというふうに考え

ておりまして、周知は当然ケアマネさんには全部してございますし、当然、それは要介護者の方に

も伝わっているというふうに信じております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

今、状況はお聞きいたしましたけれども、ケアマネさんから指導があってということでありまし

ょう。介護される人が４、５、非常に重篤化をしていれば、別の話かというふうにも思いますけれ

ども、理由といたしましては、介護する人の事情もあるというふうに考えていてもいいのでありま

しょうか、お聞きをいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

結城福祉事務所長。 〔福祉事務所長 結城一也君登壇〕 

○福祉事務所長（結城一也君） 

お答えいたします。 

夜９時に利用されている方というのがおりまして、その方は夜９時まで、お一人なもんですから、

おむつを利用されておりまして、そのおむつ交換のためにヘルパーさんが入っていると。また、早

朝につきましても、それの取り外しのために入っているというふうに聞いております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

中身については、それぞれの事情によるというふうにも見受けられます。 

これらの傾向としまして、糸魚川であまり利用されてないとすれば地域性というものが、考えら

れるのか。あるいは、他の市町村では利用傾向ですね、どのくらいあるのか。多いのか、少ないの

か、糸魚川と同等ぐらいなのか、もし把握をされているんであれば、お聞かせをいただきたいと思

います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

結城福祉事務所長。 〔福祉事務所長 結城一也君登壇〕 

○福祉事務所長（結城一也君） 

お答えいたします。 

現在３つの事業所が夜間といいますか、深夜の対応ということで、できるというふうに聞いてお
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ります。そのうちある会社は、上越にも本店といいますか、営業所がございまして、上越市内でも

３件ほどあるというふうに聞いておりますが、正式に各市に対しまして調査をしたという記録はご

ざいませんので、その辺は聞いているということで、ご容赦いただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

上越でも３件ということであれば、そう利用度は多くないというふうにも判断されると思います。 

私は利用する側のもう１つの側面といたしまして、介護行為の制約もあるんではないかというふ

うにも思っております。例えば、たんの吸引などでありますけれども、これは家族の方が実施をで

きるわけでありますが、ヘルパーは実施ができないというような、そういう制約も介護従事者には

許されていないというところがありますので、制度の内容に、使いづらさがあるんではないかとい

うふうにも思います。そこら辺の見解を、ちょっとお聞きしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

結城福祉事務所長。 〔福祉事務所長 結城一也君登壇〕 

○福祉事務所長（結城一也君） 

お答えいたします。 

確かに議員さんが言われますように、たんの吸引ということになりますと、たしか６月議会でも

田原議員さんから質問がありまして、今のところ厚生労働省のほうで、法規的に整備するというこ

とで、その後ちょっと進展はないんでございますが、たしか特別養護老人ホームの介護士さんにつ

いては、看護師さんが実地研修をやってるというふうな話も漏れ聞いております。 

ただ、一般のヘルパーさんにつきましては、まだそういう話というのは聞いておりませんし、ま

た当然、県のほうにも、そういう要望というのは、うちのほうでも上げさせていただきたいという

ふうに思っております。 

確かに制度的に不備が、１００％完璧な制度ではないというのは認識しておりますが、ただ現状、

法的に守らなければならない部分というのもあろうかと思いますし、たんの吸引ということになる

と、医師法の関係みたいなのも入ってくると思いますので、そういうのを考えますとヘルパーさん

としてできる仕事というのは、ある程度、限られている部分というのもあるかと思います。それに

よって利用しにくいという意見もあるかと思いますが、できるものはやっていただきたいという要

望は、県のほうに上げていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

意見として上げていただきたいというふうに思います。 

現場の実態でありますが、今回答いただきましたように、やらなければならないというような実

態も、多くあるというふうにも伺っておりますので、ここら辺のところは制度として、開放してい
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くということも非常に重要なんではないかというふうに思います。ぜひともお願いをしたいと思い

ます。 

宿泊サービスについてであります。 

２０１２年度に予定をされております介護保険の制度改正を待たずに、来年度、２０１１年度に

通所介護施設、デイサービス施設でありますが、宿泊もできるようにする事業を予算要求をする、

概算要求をするというふうに、長妻厚生労働大臣が発表したわけでありますが、在宅介護を基本に

据えた方針に介護現場の声を反映するもの。そういうねらいがあるんではないかというふうに思い

ますが、ここら辺のところはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

結城福祉事務所長。 〔福祉事務所長 結城一也君登壇〕 

○福祉事務所長（結城一也君） 

お答えいたします。 

実はうちのほうでも、厚生労働省の審議会で８月２３日の日に、そういう審議をされたというの

は記憶としては残っておりますが、申しわけございません、長妻労働大臣だという話は、ちょっと

不勉強で申しわけございません、承知しておりません。 

ただ、デイサービスで宿泊もということになりますと従業員の教育、それから夜間ということに

なりますと、看護師さんの関係だとか、いろんなクリアせんならん問題がたくさんあるかと思いま

す。それよりも、できましたらうちのほうとすれば小規模多機能型、現在１カ所でデイサービスと

ショートステイができる。そういう施設の増加というのを視野に入れたほうが、手っ取り早いんで

ないかなというような意見もございます。 

また、それぞれケアマネさん、ヘルパーさん、当然、利用される方のご要望等も調査しながら、

進めさせていただきたいなと思っておりますが、今のところ、まだ国のほうからの正式な通達がな

いという状態でございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

新聞に確かに載っておりました。そのことは確認をしてるわけでありますが、こういうふうに

２４日の発表で出されております。その中には具体的な数値もあるわけでありますが、通所の介護

施設での預かり時間、ここも言ってるわけでありますが、従来は１０時間未満だったというふうに、

現在もそうだと思いますけれども、宿泊を伴って２４時間未満になるのかどうか、これはまだ発表

の段階でありますので、はっきりはしておりません。介護者にとって精神的にも肉体的にも、大き

な負担軽減につながっていくと思いますけれども、この点についてはいかがでありましょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

結城福祉事務所長。 〔福祉事務所長 結城一也君登壇〕 
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○福祉事務所長（結城一也君） 

お答えします。 

介護する側にとりましては、やっぱりショートステイなりの利用のあれがふえますので、喜ばし

いことじゃないかなと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

今申し上げた点では、介護される方が地域、あるいは自宅を離れたくないというような希望も多

くある、そういう背景があって、介護をする方の負担軽減ということにも、つながっていくんだろ

うと思います。私はデイサービス、昼間のところで開放されるということと、それから２４時間、

一晩介護者が開放されるというこの気持ちは、大変大きなものがあるというふうにも思っておりま

す。 

先ほどお話をいただきましたけども、ニーズ把握、あるいは受け入れ事業所についてであります

が、私のところには既に何人かの介護者から話をいただいております。これが本当に実現すれば、

助かるということであります。少なくとも一晩ゆっくり休めるという声であります。このような介

護者からのニーズを、アンケートもとったようでありますけども、どのように集約をされていくの

か、また、地域での審議会の中で、そのようなことが話し合われてきたのか、もしあれば経過を伺

いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

結城福祉事務所長。 〔福祉事務所長 結城一也君登壇〕 

○福祉事務所長（結城一也君） 

お答えいたします。 

介護保険の運営協議会が先般行われましたが、実はこの厚生労働省からの発表の前でございまし

たので、ちょっとそちらのほうの運営協議会については、提示をしてないというのが実態でござい

ます。もう少し情報等を精査いたしまして、当然必要なことでしたら運営協議会等にもお諮りして、

ご協議いただきながらしていきたいと思っておりますので、お願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

新聞報道によりますと８,０００床分、数十億円を要求するというふうになっております。具体

的な数字、数十億円でありますが、どのくらいになるのかわかっておりません。 

全国で８,０００床、受け入れ事業所の課題も、私、先ほど申し上げました。回答にもありまし

たけれども、全国で８,０００床ということで発表されましたけれども、この数字からいたします

と、糸魚川市の中での目安、これはおおむね今までの経験上、どのくらいになるのか、わかったら

お答えいただきたいと思います。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

結城福祉事務所長。 〔福祉事務所長 結城一也君登壇〕 

○福祉事務所長（結城一也君） 

お答えいたします。 

目安というのは、今のところまだ聞いておりませんので、ご容赦いただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

さらに心配されるのは、これがはっきりしてくる段階では、議論の余地があるんだろうというふ

うに思います。私は比較的軽い方、軽度の方々しか、もしかしたら預かれないんではないか。それ

はデイサービスの事業所の中では看護師さんは大体１人から２人、少ないことになっているんでは

ないかと思いますし、医療行為を必要とする方々は自動的に制限されるような、そういう懸念があ

ります。この課題に向けた動き、検討されていないということでありますが、お考えだけでもお聞

かせいただければと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

結城福祉事務所長。 〔福祉事務所長 結城一也君登壇〕 

○福祉事務所長（結城一也君） 

お答えいたします。 

国からの情報が入り次第、それぞれデイサービスセンターをやっております法人と協議させてい

ただくということで、お願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

同時期に報道されておりますのは、ここにもありますけれども介護の先進国ドイツでは、法律に

施設よりも在宅でというふうに明記をしているような状況でもあります。その報道の中では、訪問

介護と訪問看護の事業所をあわせた複合型の事業所も検討されている。これは日本の中でも、それ

が報道されておりまして、２３日の社会保険審議会介護保険部会で、訪問介護と訪問看護の事業所

を１つにするというような方向も出されております。 

たんの吸引など先ほど申し上げましたけれども、医療行為を介護職まで広げていく教育制度です

ね、ここも含めた制度改正が、同時に進行しなければならないというふうにも思いますけれども、

この点についてはいかがでありましょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

結城福祉事務所長。 〔福祉事務所長 結城一也君登壇〕 
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○福祉事務所長（結城一也君） 

お答えいたします。 

訪問看護、いわゆる看護師さんが訪問するやつにつきましては、糸魚川総合病院さんと、よしだ

さんのほうでやっていただいております。それぞれ当然、看護師の方が行くということでございま

すので、そちらのほうについては、いわゆる医師法でも認可になっている方というような形になり

ますが、それをより糸魚川市といたしましても看護師にも広めるとか、ヘルパーさんに広めるとい

うような形で、進めさせていただきたいと思っておりますが、いかんせん、まだ何も県から情報が

ないの、この一点張りみたいなんでございますが、ないという状態でございますので、ここでどう

します、こうしますというのも、ちょっとご容赦いただきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

情報がないということでありますけれども、もう既に新聞発表されて話題になってるわけであり

ます。ぜひともこういう点も注視をして、進んでいっていただきたいというふうに思います。 

お願い申し上げ、次に移りたいと思います。 

２番目であります。糸魚川市における就職、雇用状況についてであります。 

糸魚川市における現状は先ほどお聞きしました。円高によって受ける影響が割に少ない、そうい

う企業が多数とあって、今のところ円高による影響は、あんまりあらわれていないというふうに見

るのが妥当かというふうにも思います。 

先ほど言われましたように有効求人倍率、これは６、７、８と上昇をしております。８月が

０.６６、先ほどの報告であったようであります。それから就職件数も３カ月平均で、１００人を

超えております。７月で若干７９人と落ちておりますけれども、その前が１００をはるかに超える

方が就業されている、こういう好調なところであります。 

ことしに入って企業整備状況でありますけれども、事業件数は８カ月間ゼロであります。解雇件

数も、８カ月間ゼロという状況が続いております。これは糸魚川市にあっては好調というふうに見

るのが妥当かどうか、皆さんの考えをお伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 金子裕彦君登壇〕 

○商工農林水産課長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

議員さんのほうから今ほど、円高の影響はないんではないかというような趣旨のお話もございま

したけれども、当市におきましても自動車関連、あるいは化学品等で輸出をしておるという関連の

企業もたくさんございまして、円高の影響については非常に受けているというふうに、企業のほう

から幾つか聞いておるところでございます。 

それから雇用の情勢でございますけれども、先ほど市長が申し上げましたように、県の平均と比
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べますと確かに糸魚川市の状況は、それよりはいい状況でございますけれども、いわゆる世界同時

不況になります以前の平成２０年１１月までは、有効求人倍率が１.０を超えておる状況で、２年、

３年と推移してまいりました。これらの状況から見ますと、現状は決していいという状況ではござ

いません。雇用状況は大変厳しい状況であるけれども、県内の他と比べれば、若干いいのではない

かというふうに感じておるところでございます。 

これも市内の企業が、国・県・市のいろんな取り組みをご利用いただきながら、雇用の確保に努

めていただいておる、そういう状況のもとにあるというふうに理解をいたしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

影響が少ないというふうに申し上げたわけでありますが、糸魚川の中でも輸出に関してはあると

いうことで、認識をしておきたいというふうに思います。 

若干、他市と比べて、いいというふうな現状であるということであります。そこでお伺いいたし

ますけれども、業種別に見てみますと現状では好不調、その波はどのように判断をされていらっし

ゃいますか、お伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 金子裕彦君登壇〕 

○商工農林水産課長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

６月末に糸魚川商工会議所、それから能生商工会、青海商工会のほうで、管内の企業に景況の調

査をいたしております。 

その状況を見ますと業種的には、いずれのところもマイナスの状況で、いわゆるＤＩという指数

かございまして、景気がいい、あるいは売り上げがいい、そういう企業の数から悪いと答えた企業

の数を引いた数、これをＤＩ指数という形で言っておりますけれども、これは依然マイナスなんで

ございますけれども、その中におきましても製造業、建設業においては、若干回復の状況が見られ

るということでございます。その他の売り上げ動向につきましても、同じような状況でございまし

て、製造業、それから建設業では、若干の回復があると。 

特に売り上げの部分では、製造業で回復の幅が比較的大きいというような状況でございます。全

体的にはマイナスの状況でございますので、いわゆる回復の兆しが見られるというのが、全体の兆

候かというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

要約いたしますと、マイナス３０であったものがマイナス１０に上がったと。決してゼロを飛び

越えてプラスになったということではない、そういうことだというふうに思っております。 
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お聞きしますと製造業、それから建設業、福祉介護関係ですね、これについては依然いいという

ふうにも聞いております。そして５月ごろから地元の工務店さんの頑張りで、建築関係も上昇傾向

にあるというふうに伺っております。今後、これらの業種を中心に展望を、持続できるのかどうか、

考え方をお伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 金子裕彦君登壇〕 

○商工農林水産課長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

現状は先ほど申し上げたとおりでございまして、また、議員さんがおっしゃられたようでござい

ますけれども、今後の動向ということになりますと、先ほどの為替相場の円高の状況、あるいは国

内の個人消費の動向、設備投資の動向、若干不透明な状況もございますので、その辺につきまして

は、今後、不安要素がかなりあるというふうに感じておるとこでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

不安要素も十分にあるということでございます。 

ここからいたしますと、さらに今回の補正予算で出されてる１億３,０００万円のことでありま

すけれども、目的、波及効果も出されているようでありますが、期待度、展望等をお聞かせいただ

ければというふうに思います。 

最近のチラシを見ておりますと建築関係、リフォームですね、やたら入ってきているような感じ

もいたしますけれども、関連をしているのかどうか、お聞かせをいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡企画財政課長。 〔企画財政課長 吉岡正史君登壇〕 

○企画財政課長（吉岡正史君） 

今回９月の補正予算で、今ほど議員さんがおっしゃられたように１億３,０００万円というよう

な数字を上げとるわけなんですが、市内全体に対してどれくらい波及効果があるかというのは、な

かなか不明なとこでございますが、今ほどおっしゃられたように中小企業さんや、あるいは個人業

者さんの少しでも助けになればということで、今までの私どもの財源、あるいは将来の必要となる

財源を勘案しながら今回１億３,０００万円を、景気対策というような形でさせていただいたとい

うような状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

了解いたしました。 
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それから、ハローワークとの連携であります。これは今までも、十分にとってこられたという報

告がありましたけれども、どのようなところに力点を置いて追及されてこられたのか、お話をお聞

かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 金子裕彦君登壇〕 

○商工農林水産課長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

ハローワークとの連携でございますけれども、いろんな場面でいわゆるＵターン就職とかの部分

等を含めまして、いろんな部分でやっておりますけれども、特にの部分でありますれば、私どもは

ハローワークと連携をいたしまして、市内企業の求人説明会というものを、今日まで年４回実施を

いたしております。これにつきましては連携を図りながらやっておりますし、このほかに市内企業

の見学会ということで、高校卒業生向き、あるいは一般向きというような形で実施をさせていただ

きまして、市内の企業を市民の皆さんからご理解をいただき、市内企業への就職の促進につなげて

いきたいというような取り組みをしておるとこでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

これは大変私は有効だと思いますので、ぜひとも今のペースでやっていただきたいというふうに

思います。 

それから経済団体との連携であります。商工会とのすり合わせ、これは随分やってこられたよう

でありますけれども、私は市の活性化、これは今一生懸命、先ほども質問がありましたけれども、

ジオパークを中心に交流人口の拡大、こういうことを追及されている。 

私は元気な糸魚川をアピールするさまざまなイベントが、これも精力的に続けられている、それ

は十分承知をしております。私はその根幹ですね、それは市内の企業の元気度、経済活動の活発さ

があってこそ、なし遂げられるものというふうに思います。 

行政としては、今後どのような観点で連携強化を図っていかれるのか、わかっている範囲でお話

をいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 金子裕彦君登壇〕 

○商工農林水産課長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

私ども企業支援室におきまして、特に商工団体の皆さんと連携をしながら、企業のいろんな支援

をさせていただいとるとこでございます。 

例えばであれば、新しく企業が事業展開をするときの相談、あるいは助成をしていく。あるいは

県の制度等があれば、それをまたお知らせをしていくというような面での支援をいたしております
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し、また、融資面におきましても市内の金融機関、それから商工団体と連携して、低利融資の取り

組み等をさせていただいております。 

そのほかには、新しいビジネスマッチングの機会を創設していきたいというようなことから、市

では見本市等の出店に対する費用助成等も行っておりまして、そういう面におきましては商工団体

と連携をしながら、市内の企業の支援に努めておるという状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

団体とのという聞き方でありましたので、そうだと思いますけれども、例えば若手経営者ですよ

ね、この方々との懇談、あるいは女性の経営者との懇談等々、これは企業支援室のほうで具体的に

進めておられるのかどうか、そこら辺の話もお聞きしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 金子裕彦君登壇〕 

○商工農林水産課長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

若手経営者といいますか、異業種の交流というのを２年ほど前から実施をいたしておりまして、

事務局は商工会議所が持っておりますけれども、ＩＭＡＯＮという組織でいろんな業種の方が、お

互いに情報交換をしながら新しい事業展開、あるいはそれぞれの取り組みのいい事例等を情報交換

しながら、次の事業展開につなげていきたいということでの研修会、勉強会、あるいは市外へ出て

見本的といいますか、精力的に活躍しておられる、そういう中堅企業を見て学ぶとか、そういう活

動を精力的に取り組んでおります。 

私どももそういう活動に対しまして、取り組みの側面的支援をさせていただいて、そういう積極

的な取り組みを、今後とも応援をしていきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

結城福祉事務所長。 〔福祉事務所長 結城一也君登壇〕 

○福祉事務所長（結城一也君） 

申しわけございません。１点、おわびと訂正をお願いいたします。 

先ほど訪問介護の事業所につきまして、糸魚川総合病院とよしだと申し上げましたが、よしだは

実施しておりませんで、糸魚川総合病院とライフエイド、及びリボーンの３事業所でやっておりま

すので、訂正とおわびをお願いいたします。 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員の一般質問の途中ではありますが、昼食時限のため暫時休憩いたします。 

再開を午後１時といたします。 

 

〈午後０時０１分 休憩〉 
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〈午後１時００分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

若手経営者、あるいは女性の経営者との懇談ということでお話をさせていただきました。中堅の

経営者、ここのところと一生懸命詰めているという話を伺いました。今までの企業、あるいはこれ

から若手の経営者ときちっとすり合わせて、ここは重点的にやっていっていただきたいというふう

に思います。 

それから、もう１つでありますが、現在の状況は大変厳しいわけでありまして、円高が少し進め

ば企業は海外に行ってしまう。あるいは設備投資もままならないという状況でありますけれども、

企業誘致について、これは進んでおるのかどうか、現状をお聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 金子裕彦君登壇〕 

○商工農林水産課長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

企業誘致に関する質問でございますけれども、私ども企業誘致については、いろんな企業訪問を

する中で取り組みをしておるところでございます。現況の経済、経営状況下の中では、なかなか難

しい状況ではございますけれども、市内にあります企業の皆様から関連する企業の情報等をいただ

きながら、積極的に今取り組みを進めておるとこでございます。現段階では、まだ皆様にお話する

ような状況のものはございませんけれども、今後に向けて積極的に取り組みを進めておるところで

ございます。 

また、ちょっとつけ加えさせていただきますと、先ほどの女性の経営者の皆さんの取り組みとい

うことでは、先般、商店街の女性の皆さんで、個店の魅力アップ女性の会というのが、新しいとこ

ろでは８月２７日の日に発足して、若手、それから年配の女性の経営者の方もいらっしゃいますけ

れども、女性の力で個店の魅力アップを進めていきたいというような新しい動きも出ておりますの

で、あわせてお話をさせていただきました。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

ぜひとも厳しい状況でありますが、続けていっていただきたいと申し上げておきたいと思います。 

引き続いてであります。高校生の地元就職の取り組み、これはハローワークと精力的にやってお
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られるということは再三聞いております。今までの取り組みの中で、市内の企業見学バスツアーで

すかね、こういったものも取り組んでおられるということであります。これは私が調べた中でも、

学校でも大変好評であります。取り組みの成果、あるいは反省点があれば、お聞かせをいただきた

いと思います。 

このことに対しては資料、要綱やあるいはパンフレット、これだけではなくて、本当に肌で企業

を感じることができるという、生徒さんたちにおおむね好評のようでありますけれども、成果、あ

るいは反省点があれば、お聞かせをいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 金子裕彦君登壇〕 

○商工農林水産課長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

企業見学バスツアーにつきましては、先ほどの答弁の中でも若干触れさせていただきましたけれ

ども、一般の方向けの企業見学バスツアー、それから市内の３つの高校の就職希望の方を主に対象

にして取り組んだものの二通りがございます。 

後段の高校生のものにつきましては、なかなかふだんは企業の中に入って現場を見るという機会

がないもんですから、自分たちが就職をする市内の企業の状況を現場を見て、つぶさに自分の肌で

感じるというようなことで、大変好評を得ているというふうに理解をいたしております。 

そんな中で特別反省すべきところは、今のところ大きいところでは、特に考えていないところで

ございますけれども、実施の時期等、その辺の状況を皆さんの意見を聞きながら、今後改善してい

くところも若干あるのかなというふうに感じておるとこでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

今言われましたけれども、時期の問題であります。これは学校の担当者の方の大方の意見であり

ましたので、ここのところは本当に一考していただければというふうに思っております。 

それから中学生のことであります。これは就職はゼロということでありますけれども、私、お聞

きしたところでは隣の富山県、これはニートの問題が出てから非常に危機感を感じて、富山県が精

力的に取り組んでいる活動でありますけれども、「社会に学ぶ１４歳の挑戦」ということで、平成

１１年から今日まで１１年間、今、１２年目に入っているところであります。 

これは富山県は全中学を対象にやってるわけであります。５日間、企業のほうに４人単位で行く

というふうに聞いておりますけれども、仕事の経験をするということで、仕事に対する中学生の気

持ち、あるいは構え。こういうものを１４歳のうちから醸成をしていく。結果として富山県では定

着率、これが非常に上がってるというふうな成果も聞いてるわけであります。 

この辺の中学生、これは中学生の担当者の方にお聞きしたわけでありますが、非常に仕事に対す

る考え方がないというぐらいの言い方をされるわけでありますけれども、こういったところに教育

の手を差しのべていくべきではないかというふうに思いますが、いかがでありましょうか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

靏本こども課長。 〔教育委員会こども課長 靏本修一君登壇〕 

○教育委員会こども課長（靏本修一君） 

お答えいたします。 

今現在、市内の４中学校ですけれども、１年生、あるいは２年生の学年が市内の職場訪問、実際

に出向いて行きまして、そこで何日間か体験学習をする。一緒にそばにつきながら、どんな仕事を

しているのかということを肌身で感じる体験学習等は進めております。 

なお、現場に行くことも大事なんですけども、学校に来ていただいて、いろんな働いている方々

が教室の中で、生徒が選んだその人のもとで直接体験談、お話を聞くというふうな形で、呼んだり、

また行ったりというふうなことを通しながら、いろんな職業を知ること。そして現場で肌で感じる

こと。それを通して自分の将来の夢、自分の将来つきたい仕事等を考える機会を、中学生段階から

も大事にしながら、意図的、計画的に教育活動に組み入れて、今現在進めております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

そこのところは中学生の方々からお話をいただきましたけれども、積極的に続けていっていただ

きたいというふうに思います。 

それからでありますが資格の取得、これも就職の条件としては非常に重要なところだというふう

に思いますけれども、こういうところに対して高校生の支援等々があれば、お聞かせいただきたい

と思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 金子裕彦君登壇〕 

○商工農林水産課長（金子裕彦君） 

私ども市の制度として、特に技能試験等の資格の取得に対して補助をする、助成をするという制

度がございます。これについては資格等に年齢制限があるものもございますけれども、補助の年齢

制限がございませんので、現実的には高校生の方が卒業を目の前にして、資格試験の受験に取り組

むということでの補助の申請の実績もございますので、皆さんからそういうご利用をいただきなが

ら、卒業する前から資格を取っていただき、それぞれのキャリアにつなげていただくということは、

大変いいことだと思っておりますので、私どもも今後、ＰＲにも努めてまいりたいと思っておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 



 

－ 284 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

支援策があって、それを大いに利用されてるというふうな報告であります。 

ここのところは、現在、受ける方々はどんどんふえていらっしゃるのか、合格率は上がっている

んでありましょうか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 金子裕彦君登壇〕 

○商工農林水産課長（金子裕彦君） 

それぞれの試験ごとの合格した状況等々は、報告を受けているような状況がないもんですから、

補助した全体としての合格率はどうかというのは、私どものほうで把握をしていないというのが現

状でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

受ける側としても、それなりの決意があって受けるわけでありまして、十分な準備と、あるいは

何が何でも合格を勝ちとるという決意が必要だろうと思います。 

一方で見ますと、そういうところに支援をして、あるいはどんどんやっていって、先ほど合格率

という話を聞きましたが、ばらまきとしてとらえられないような、そういう支援の仕方も一方では

大事なんではないかというふうに思います。 

いずれにいたしましても就職機会をふやす、あるいは条件を整えるということは非常に大事だと

いうふうに思いますので、これからも続けていっていただきたいというふうに思います。 

次に移ります。平和活動であります。 

今回８月１日に市長会議に参画をされたと、これは大変すばらしいことであります。運動の成果

というふうに思っております。しかし、これが私はゴールではないというふうに思っております。

問題は、これから何を積み上げていくのか、どうかかわっていくのかということであります。お考

えをお聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田鹿総務課長。 〔総務課長 田鹿茂樹君登壇〕 

○総務課長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

平和教育は先ほど議員がおっしゃられたように、平和市長会議加盟が最終目的ではございません。

我々としては人間の命の大切さを平和教育で教えるというのが、まず大きな目標だというふうに考

えております。 

教育分野では、小・中学生に平和教育を指導しているわけでございますが、一般市民の皆さんに

は人権というものもあわせて、今後も先ほど市長が答弁を申し上げたように、啓発活動の中で平和

の大切さ、命の尊さを発信してまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

この問題は６月に引き続いてということであります。しつこいというふうに思われるかもしれま

せんけれども、鉄は熱いうちに打てということもあります。熱いのは私だけかもしれませんけれど

も、おつき合いをいただきたいと思います。 

２２年度の教育要覧を拝見いたしますと、２１年度と変わったものが１つあります。それは平和

都市宣言が全文入ったということであります。これも大きな前進だと私は思いますけれども、中身

について、平和というその「平」という字も出てこなかったんでありますけれども、これは実際の

学習の中で取り組んでいかれるのか。今までのことも含めてお聞きしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

靏本こども課長。 〔教育委員会こども課長 靏本修一君登壇〕 

○教育委員会こども課長（靏本修一君） 

お答えいたします。 

今ほど議員からご指摘いただきました教育要覧に、糸魚川市平和都市宣言を組み入れさせていた

だいた。あわせて、ほかの宣言もありますので、どのような形で教職員にまず意識化をつけるか。

１９年にこれが制定されましたもんですから、とにかく校長を通して教職員の意識をしっかりと持

っていただきたいというふうな熱い思いで、これを入れさせていただきました。 

学校のほうでは平和教育の実践につきましては、社会科の学習等を中心に小学校、中学校、それ

ぞれ学年の指導計画の中で、きちんと学習を進めております。あわせて、やはり８月１５日になり

ますと全国的、世界的な動きで、広島、長崎、あるいはいろいろ空襲を受けた各県、各都市それぞ

れが運動しておりますけれども、そういったニュースに触れながら校長は校長で、担任は担任なり

に、そういった動きを通しながら平和の大切さ、日本が受けた大変悲惨な思いというふうなものを、

学習を通して、そして語りを通して、あるいは資料を通して、子どもたちに教え続けております。 

これも大事な教育活動、しかも最も大事な教育活動でありますので、意図的、計画的に、継続的

に今現在も進めてきましたし、これからもさらに力を入れて進めていきたいと、基本的にはそのよ

うにとらえております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

力強い決意をいただきました。次に移ります。 

広島の子ども派遣ということであります。検討していきたいという話をいただきました。ことし

私どものところで、小学生の２人が広島に参加をしてくれました。２年生と５年生であります。立

派な感想文をいただきました。現地の人等の語りを聞いたり、あるいは資料館を見て、原爆とはお

そろしい、こういったものを二度と起こさない、そういう決意も書かれております。 

私はこの子ども派遣に関して、ぜひともこれからやっていただきたい。そのように考えているわ
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けでありますが、お考えを少しお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田鹿総務課長。 〔総務課長 田鹿茂樹君登壇〕 

○総務課長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

中学生の派遣につきましては、先ほど市長が答弁申し上げたように、今後検討させていただきた

いということでお話を申し上げたと思うんですが、派遣を選択する前に、もっと地域や教育の中で

するべきことがあるのではないかということも含めまして、派遣とあわせて、今後十分な検討をさ

せていただきたいというふうに考えてます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

今おっしゃいました、派遣だけではないというところがあります。 

先月ＮＨＫで、名立の機雷の問題が放送されました。ごらんになった方もいらっしゃると思いま

すけれども、名立では５年生が事件の掘り起こし、あるいは経験された方が記録をして、伝えてい

く活動を始めたということであります。 

私はこういう資料を持ってるわけであります。これは新潟県下の戦争の悲惨さをつづったもので

ありますけども、資料としてはたくさんあるわけでありますので名立のこういう事件を、糸魚川市

にとっても伝えていく活動は大事だと思いますので、ぜひともそこら辺のところをやっていただき

たい。お考えをお聞きいたしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

靏本こども課長。 〔教育委員会こども課長 靏本修一君登壇〕 

○教育委員会こども課長（靏本修一君） 

お答えいたします。 

平和教育の充実、特に身近で起きた大変悲惨な事故につきましての取り扱い、これをいかに大事

に継続し、語り継ぎ、そしてこれを大事に教材化して、授業の中で位置づけていくかということが、

求められているんだろうというふうに思います。 

６月議会で古川議員さんからご提言をいただきましたこの事件の取り扱いですけれども、７月の

市の校長会で具体的な資料を用意しまして、そして先ほどお話しました平和都市宣言も含めて、校

長に身近にこういうことがあったことを知ってる職員もいるし、知らない職員もいる。ですから、

この資料を活用しながらとにかく教職員に、こういったことがあったことについてとにかく説明し、

伝えてほしいというふうな取り組みをしました。 

これからにつきましては、授業の中でどのようにこれを位置づけるか。すなわち、年間指導計画

の中に、これをどのように位置づけていくか。それが図られると、どういう担任になっても、どう

いう先生が来られても、この学年ではこの事例を取り上げて授業の中で扱うんだというふうな動き
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になってまいりますので、年間指導計画への位置づけ等については、市の学校教育研究会というの

がありまして、その社会科部というふうな部分の先生方が専門に考えるわけなんですけれども、そ

ういった団体にも働きかけながら、何とかこれを風化させないように、身近で起きた大事な事例と

して取り扱うような形での進め方をし、教育委員会として働きかけを行っていきたいというふうに

考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

６月の中でそのようなお話をいたしまして早速実行していただいている、心強い限りであります。

ぜひともお願いをしたいというふうに思います。 

続いて、最後の新幹線の融雪設備について、これについてお伺いしたいと思います。 

横町４丁目に融雪設備が建設されることを、いつごろ行政の側では知ったんでしょうか、お聞か

せください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

これは３年ほど前の話になりますが、この１９年１０月ごろに、当然、雪の降るところを走る新

幹線ですので、そういう除雪の設備が要るというのは承知しておりましたが、そういう中で横町の

中に、こういう用地があるということの中で１０月ぐらいだったと思うんですけれども、そのよう

に報告があって、承知しとるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

そういたしますと、１９年１１月２６日に横町区への説明会があったということでありますが、

この説明会には行政として出席されましたんでしょうか。そのときに、もしされたんだということ

であれば、質問あるいは意見集約はどのような状況であったか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

１９年１１月２６日、これは横町区の役員に経過説明をしたところであります。これには区では

区長さんほか１１名、それから当然、運輸機構が事業主体ですので運輸機構の担当、それから当時

の新幹線推進課の課長ほか２名が説明をしております。 

これはとりあえず役員に、やっぱり新幹線にはこういう施設が必要であるので、何キロに１つず

つないと、いろいろ送水の関係等がありますので、そういうものがあるということで説明させてい
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ただいたものです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

平成２０年２月ごろだと聞いておりますけれども、建設地区周辺の市民から建てないでほしいと

いう要望書が出たというふうに聞いております。その方々は、そこに土地を求めておいでになった

方、あるいは横町で新幹線の法線にかかって、なおかつその地域に来た人たちでありました。 

こういう建設の中身の図面も示されておりますけれども、一番慌てたのは灯油タンク、これはも

う相当大きいのでありますけれども、自分のすぐ寝ている後ろに５つも埋まってしまう。ここに毎

日タンクローリーが来て給油をしていく。そういう状況でありましたので、要望書を提出したとい

うふうに聞いておりますが、これは認識されておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

説明会が終わりまして、その後、住民から反対の要望が区長に出されたということは承知してお

ります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

区長から市にも届けたということは、その住民の方からお聞きしましたけど、持ってきてないと

いうことですね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

その要望書そのものは住民から区長に出され、区長のほうは区の中でそれを整理して、そういう

話なり、そういうものが出たというのは市のほうへお知らせいただきまして、その対応についても

先ほど市長か申し上げましたように、いろんな中で対応した中では、今のところはもうそこには設

置しないという中で事は終わっておりますが、そのものが直接市に出たわけじゃなくて、区のほう

からこういう話を受けて、そういうものが出たということは承知しておると、そういうことでござ

います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 
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機構と糸魚川市、横町区、３部提出したというふうに聞いておりますが、じゃあ行政側には届い

ていなかったと、こういうことで理解をいたします。 

今日まで２年半にわたってこういうのが出されて、市民からこういうふうな不安の状況にあった

わけでありますが、行政側から一言もその出された人たちに様子を聞くとか、あるいはこうなった

よというような問いかけはなかったんでありましょうか、お聞きをします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

区からのこの要請書を見た中で、２０年２月２５日には横町地区の役員と、それから周辺の区民

に、機構が中心となって説明会を行っております。そういう中で、やはりその場でも非常に周辺住

民の方々の不安なりそういうものがあって、その後、中止としたわけですけど、その辺の最後の要

するに機構が断念したというのは、横町地区の役員会の中で説明させていただいてますし、基本的

には、これは横町の区長さんが機構と、それから住民の中間に立って、その中でいろいろ仲立ちを

していただいて、横町区のほうで、当然、機構も出向きますし、市も出向きましたが、そういう形

での要するに役員会での説明で集約ということですので、市なり機構からは、その周辺住民には直

接の回答ではなくて、要するに、あくまでも横町区を通してやっていただいたと、そういう経過で

ございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

そこら辺のところが行き違いがありまして、本人たちにすれば個人で出してるわけでありますし、

当然、正式に返事が来るものであるというふうに考えてきたようであります。それは区のほうにや

ったということであれば、お話をしなければならんというふうに思います。 

今回はつくらないということでありますけれども、これは２キロメートルに１カ所というふうに

ありますけれども、今度はどこにその計画がいったのか、教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

基本的には、新幹線はこの雪国を走るわけですから、高架、要するにトンネルではない部分、明

かりの部分には、当然、雪の対策というのが必要になります。 

そういう中で、今のところ聞くと２キロから３キロに１カ所ぐらいずつの、こういう融雪の基地

というものをつくらないと雪対策にはならない。そういう中で横町が特に問題になっとるのは、こ

れは予定地は住宅地の真ん中で、そういうところで、そういう大きな施設をつくると非常に不安が

あるという中で、これのかわりとしては基本的には新鉄、寺島の中で、そういう区間の中で、住宅

地に比較的影響のないような箇所での計画をしておるところでございます。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

また住宅地の近くでということになると、問題が起きるとは思いますけれども、それ以外の地区

ですね、能生地区、あるいは梶屋敷もそうだと思います。大和川もそうだと思うんでありますが、

寺島、青海とありますが、ここら辺のところの状況は進んでいるのでしょうか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

基本的には第二建設局管内といいますか、富山局のほうでは、糸魚川から能生までの間に、今の

ところ８カ所ほど、温水ヒーターのパネル方式で融雪基地をつくる予定としております。基本的に

は今言ったように、できるだけ人家に影響の少ないような箇所を選定した中で、計画しとるという

ことでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

８カ所といえば、かなりの数であります。住宅地がそばに迫っているということもあろうかと思

いますけれども、ぜひとも市民の安心・安全を守っていただくような立場で、これを進めていって

いただきたいというふうに思います。 

以上をもちまして、私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（倉又 稔君） 

以上で、古川議員の一般質問が終わりました。 

次に、渡辺重雄議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 〔４番 渡辺重雄君登壇〕 

○４番（渡辺重雄君） 

清生クラブの渡辺重雄でございます。 

それでは、事前に通告いたしました通告書に基づきまして、１回目の質問をさせていただきます。 

１、自立と協働のまちづくりの推進についてであります。 

新市を発展に導く３つのプロジェクトの１つとして新市建設計画で「まちづくりプロジェクト」

が掲げられ、その後、総合計画でも「住民自治機能を強化し、市民と行政が協働してまちづくりを

進める」として、「自立と協働のまちづくり」が明記をされております。 

実際に、「自立と協働のまちづくり」はあらゆるところで強調されておりますが、合併後５年経

過する中で、描いた構想がキチッとした仕組みとして構築され、企画、計画として実践され、効果
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が発揮されているでしょうか。 

具体的な進め方については、情報の共有化と住民参画の体制整備をはかり、さらに「自立と協働

のまちづくり」を見える形にするために、新しいルールやシステムにまで発展させなければ効果が

期待できないと考えます。 

今年度、行政組織の中では、組織改編により地域担当者制などの新たな取り組みもあり、自立と

協働のまちづくりの推進に大いに期待をいたしてるところです。 

以上の観点から主に次の３点についてお伺いをいたします。 

(1) 合併後の実践と成果についてであります。 

今まで、自立と協働の基礎づくりがどのように行われ、将来的にはどのような形態を考え

て進めているのか、５年間の取り組みの内容と成果について伺います。 

(2) 地域づくりと地域担当者制についてであります。 

地域自治組織の現状とあり方、各地域における地域振興計画の整備状況と進め方、地域担

当者制に関する要綱や規則の整備など、それぞれが見える形での取り組みが行われているか

伺います。 

(3) アダプトシステム(まちづくり里親制度)の導入提案についてであります。 

公共施設の清掃など、環境美化活動を地域住民、企業などに担ってもらうアダプトシステ

ムは、「協働のまちづくり」の１つとして効果が期待できると考えており、ジオサイトなど

での導入を提案するが、可能性について伺います。 

２、総合計画の後期計画策定の基本的な考え方についてであります。 

総合計画の後期計画策定を間近に控え、すでに市民アンケートを実施するなど作業に入っている

ようですが、策定にあたっては、市民との協働による計画策定、さらに指標や目標の設定によるわ

かりやすい計画策定が求められていると考えます。 

現在の総合計画は、合併後初めての計画であることから、新市建設計画の履行を中心に進める必

要があり、特に後期計画ではその成果や効果の確認も求められていると考えます。 

一方で、新たな視点や手法等への対応、従来の行政システムや事業手法等にとらわれることなく、

これからのまちづくりにふさわしい先駆的な手法を積極的に取り入れ、公・民の役割分担の明確化

を図りながら、民間のもつ資金やノウハウの活用も視野に入れた、市民が未来への希望を持てる計

画づくりも必要と考えます。 

以上の観点から、総合計画の後期計画策定の基本的な考え方について、主に次の３点について伺

います。 

(1) 前期計画の各種検証と中期プランの位置付けについてであります。 

前期計画における新市建設計画、行政改革大綱をはじめ各種個別計画との整合性や成果な

ど各種の検証について、さらに前期計画の途中に行政主導で策定された中期プランの位置付

けについても伺います。 

(2) 後期計画策定の基本的な考え方と手法についてであります。 

新市建設計画の履行や新たな課題に対して、後期計画を策定する上でどのような手法が必

要となっているか、策定にあたっての基本姿勢、策定体制、策定スケジュールなどについて

伺います。 
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(3) 各種指標と住民満足度について。 

当市を取り巻く財政、経済、福祉、教育など各種の指標がありますが、５年間の動きから

どのような指標を示し、課題となっているか、これらに関連し住民の満足度は向上している

のか伺います。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、まちづくりプロジェクトの理念をもとに、地域住民が自主的、

主体的に取り組む地域づくり活動に対し行政は支援を行うという基本姿勢で、これに取り組んでま

いりました。 

今後もこの基本姿勢により、自立と協働のまちづくりを推進していきたいと考えております。 

２点目につきましては、庁内に地域と行政のパイプ役、及び庁内連携の調整役を担う職員を配置

し、自主自立による地域振興に取り組む地域を支援するとともに、各地区の地域課題を解決するた

め、地区担当制を導入いたしたものでございます。 

３点目につきましては、現在でも住民や企業、団体等から、公共施設の美化、管理などを担って

いただいており、今後もジオサイトに限らず、地元の皆様と協働の観点で推進してまいりたいと考

えています。 

２番目の１点目、各種個別計画との整合性につきましては、最上位計画であります総合計画を踏

まえ個別計画を策定しており、整合性が図られているところであります。 

また、成果等の検証につきましては、各種基礎データについての成果分析を行っており、後期基

本計画策定に反映させる考えであります。 

中期プランの位置づけにつきましては、前期基本計画策定後の景気、経済状況の著しい悪化、世

界ジオパーク認定、学校公共施設の耐震化などの新たな行政課題に対応するため、前期計画と後期

計画とをつなぐ計画といたしまして、策定いたしたものであります。 

２点目につきましては、市民アンケート調査等で、前期基本計画や中期プランに基づく各施策の

満足度や重要度について把握をいたしまして、その結果を踏まえた計画づくりに努めてまいりたい

と考えております。 

基本姿勢につきましては、基本構想の理念に基づき前期基本計画策定後の社会経済情勢、及び財

政状況の変化や市民ニーズに対応した計画づくりに努めてまいりたいと考えております。 

策定体制につきましては、地域代表や諸団体、諸役員等の市民で構成される審議会、職員で構成

する策定委員会、及びその下部組織といたしまして、人口減少対策を調査検討をするワーキングチ

ームを設置いたしております。 

スケジュールにつきましては、策定時期を平成２３年１０月ごろと予定をいたしております。 

３点目の各種指標につきましては、毎年度、実施計画策定時に前期計画の成果指標について評価

いたしております。 
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また、市民の満足度につきましては、現在実施しております市民アンケート調査結果で把握する

予定といたしております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申しいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

ありがとうございました。 

それでは、２回目の質問をさせていただきますが、１の自立と協働のまちづくりの推進について

の１番目で、合併後の実践と成果についてでありますが、我々市民は自立と協働の大切なことは十

分わかっておるんですが、では、実際にどのようにかかわったらいいのか。協働してまちづくりを

進めるためには、一定のルールといいますか、スムーズに進めるためにも、要綱とか規則を含め必

要になると思うんですけども、現在どのような形で整備をされているか、お伺いをいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡企画財政課長。 〔企画財政課長 吉岡正史君登壇〕 

○企画財政課長（吉岡正史君） 

一応地域のいろいろな活動ということで総合計画では第６章に、いろいろなものが載っかってお

ります。 

そういった中で、例えば私ども地域の集会施設、そういったものについて助成する場合には、要

綱等を設置しております。それから、いろいろの活動等につきましては特別な要綱、あるいは規則

といったものは制定しておりませんけれども、基本的には私ども行政は地域を応援していく、要す

るに支援していくという基本的な考え方で進めております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

今、課長がおっしゃいましたように、７月３０日付の各種補助制度の要望というような形でも、

来年度予算に向けての対応があることもわかっております。 

それでは、こうした協働の活動を起こすには、目的とか何らかのきっかけというのが必要になろ

うかと思うんですけども、この参加や参画を促す仕組みといいますか、何か市として考えているこ

とがあったら、お聞かせをいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡企画財政課長。 〔企画財政課長 吉岡正史君登壇〕 

○企画財政課長（吉岡正史君） 

参加や仕組みということでございますけども、例えば身近な例で言えば市道だとか、あるいは林
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道があるかどうかってわかりませんが、そういった面で自分たちが主体的に使う道路について、市

が十分な予算があれば、市が全部すればいいんですけれども、なかなか手が回っていかない。そう

いった中で、地域の方々から草刈り等応援をしていただいている。あるいは低利のお金でやってい

ただいている。それから、またいろいろ地区の広場等公園といいますか、そういったものもありま

す。そういったものにつきましても、地域の方々から草刈り等、あるいはごみ拾い等をしてもらっ

てるところもあるといった形で、いわゆる地域の生活環境をよくするといった面が、今のところ主

体的にやっていただいているというのが現状でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

平成の大合併では分権の受け皿づくりとして、協働の取り組みというのが必要だと、求められて

いるということなんですが、非常に大きなテーマでもあるわけですので、真剣に取り組むという必

要もあるわけで、この協働に関するあり方の研究会とか検討会。市民を含めてこういうものを組織

して、推進計画をきちっとつくるとか、あるいは協働に関するマニュアルを一本化してわかりやす

くすると。市民にわかりやすい形というものが欲しいと思うんですが、いかがですかね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田総務部長。 〔総務部長 織田義夫君登壇〕 

○総務部長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

合併前に新市建設計画をつくりました。その中では３つのプロジェクトのうち、まちづくりプロ

ジェクトということで、市民の方々から参画をねらって、それで新しい新市をつくろうということ

で、３つのプロジェクトのうち１つをまちづくりプロジェクトということでさせてもらっておりま

す。 

それが今度は新市の総合計画の中では、第６章になりますけれども、自立と協働のまちづくりと

いうことで、そこでいろんな事業について計画をさせてもらっております。やはり一番最初は、市

民にわかりやすい行政の推進ということであります。したがいまして、市民ニーズを把握したり、

そういうことで情報公開をしたりとか、それから広報広聴活動を推進するということであります。

それからもう１つは市民参画の基礎づくりをつくりたいということで、いろんな各種計画のときに

審議会等で、市民の方から各委員になってもらって、そこで市民参画を得たいということでありま

す。 

それから、もう１つやはり大きなのは、自治組織の機能の充実であります。それぞれが皆さん自

分の地域をどうするかというときに、市の行政のほうも支援をして、一緒になって地域づくり、ま

ちづくりをしたいということであります。 

そういったことで、１つのものをそういうような形をしまして、最終的には市民活動を促進した

いということでコミュニティ活動の支援、そういうものも一応総合計画の中では、位置づけをさせ

てもらっているというものであります。 
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したがいまして、システムというよりも市の行政全般の中で市民の意見を聞いて、市民と一緒に

行動し、それから地域づくりも支援をするという形で、やってきたということであります。市行政

全体がそういうシステムというよりも、そういうことを目的にやってきたというものでありまして、

それを要綱とか、そういうものをつくればいいということなんですけども、なかなか一律にそうい

うものはつくりづらいということですので、その辺は臨機応変に対応していくということで考えて

おります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

広義に申せばそういうことになるんですが、やはり末端の市民にとりましてはもっと狭義な意味

で、自立と協働が具体的に対応できるものというのは、やっぱり必要になっているんじゃないかと

思いますね。 

それからことしの６月に、国では「新しい公共」円卓会議ということで、新しい公共宣言をして

おりますが、この内容というのを、もし読まれておりましたら感想をお伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡企画財政課長。 〔企画財政課長 吉岡正史君登壇〕 

○企画財政課長（吉岡正史君） 

大変申しわけないですけども、その公共的なものについて、まだ掌握しておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

国では、協働の場が新しい公共だという位置づけをしとるんですね。内容ですが、人々の支え合

いと活気のある社会、それをつくることに向けたさまざまな当事者の自発的な協働の場が、新しい

公共だとしておるわけです。 

そしてこの考え方は初めて提示された考え方でなくて、古くからの日本の地域や民間の中にあっ

たが、今や失われつつある公共を、現代にふさわしい形で再編集し、人や地域のきずなをつくり直

すことだというように宣言をしておるわけですね。 

したがって、くどいようですが、糸魚川市の自立と協働のまちづくり、この基本的な考え方、先

ほどもおっしゃっていたかと思うんですが、改めてお伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

自立と協働のまちづくり、非常に大切な事柄であるわけであります。それは私はやはり基本的に
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は地域コミュニティの確立、それがきちっとなることによって、行政と協働になっていくんだろう

と思うわけでありまして、地域コミュニティをどのように醸成していくかということが、大事だと

思っております。行政依存ということではなくて何かに依存をしていると、やはりなかなか厳しい

こういう社会環境、経済環境のときには、地域が埋没してしまうんではないかな。そういうことで、

やはり地域はコミュニティをしっかりとして、どういう方向でいくかというのは、その地域のやっ

ぱりコミュニティの中で、この目的、計画をきちっと記して、そして自分たちの考え方と行政と、

やっぱりマッチングをさせることが大事だろうと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

合併後５年間の取り組みの内容と成果ということでございますけども、自立と協働の事業として

位置づけている事業、たくさんあるわけですが、代表的なこういう事例、さらに自立と協働の成果

が具体的に見えたというような事例がありましたら、お伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡企画財政課長。 〔企画財政課長 吉岡正史君登壇〕 

○企画財政課長（吉岡正史君） 

先ほども部長が６章の件でいろいろお話をしました。その中で、まず市民にわかりやすい行政の

推進ということでは、私どもは情報公開制度をずっと続けております。こういったものにつきまし

て平成１７年から２１年まで、合計で請求といたしましては８３件あったと。そういった中におき

まして、いろいろ情報開示をしたものが、一部も含めまして７６件という形で、大部分の個人情報

を除く情報を開示しております。 

それから、特に私ども行政がいろいろ進めている地域の均等性等で、地域審議会というものを開

いております。これにつきましてもずっと平成１７年から２１年まで、各地域において開催して、

大体年３回から５回開催して、いろいろ地域の方々とやりとりしながら事業の推進に努めてまいっ

ております。 

それからいろいろな制度、あるいは条例等を制定する場合に、パブリックコメントというものを

やっております。こういったものにつきましても平成２１年までに一応、今まで２５件というもの

を行いまして、４８の個人や団体から１３５項目のご意見をちょうだいしております。 

それから自治組織の充実といった面では、コミュニティ活動の推進ということで、コミュニティ

活動への補助金だとか、それから、また自治総合センターの宝くじ等を利用したコミュニティの助

成事業、それから市独自のまちづくりパワーアップ事業と、こういったものを実際に資金的に導入

して、地域づくりを支援しているといったものでございます。 

それから、あと市民的な活動に対しましては、従来からの都市交流事業、いわゆる姉妹都市だと

か知音都市、あるいは友好都市といったものも進めておりますし、身近なものでは花いっぱい運動

といったものも実践しておりまして、会員等では今まで１０３の団体があるということで、美化活

動も推進してるということで、今まで５年間、いろいろな面で実践活動、あるいは成果が上がって
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

ありがとうございました。 

それと、このジオパーク事業、交流人口の拡大プランなどでは、各種の事業も企画、計画されて

おるわけですけども、この事業も協働の事業として市民の力を取り込んだ手法で、かなり取り組ま

れておるわけでございますが、こちらのほうのお考えといいますか、特に自立と協働という面で、

期待しているところはどんなところか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

お答えいたします。 

議員提案のとおり、（３）のほうでアダプトシステムという新しい提案もあります。ただ、アダ

プトの場合は、まちづくりの中の里親再度とも言われておりまして、１９８５年あたりからアメリ

カから入ってきた事業ではないかと言われております。現在、かなりの団体が国内でも活動してお

りますけど、企業とか個人、団体ということで、非常に間口が広いというふうに考えております。 

当市の場合は、できれば地域で直接かかわっていただけるような自治振興協議会のような形で非

常に身近なところからジオパークの意識なり、郷土愛というような部分を含めてかかわっていただ

くほうが、一番ありがたいんではないかなというふうに思っておりますので、手法としては、現在

もそれぞれの地域で活動していただいておりますし、逆に１企業、金融機関の皆さんとか建設業者

の皆さんが美化だとか環境保全のために、非常にサイト付近ではご協力いただいておりますので、

なおそれなりに範囲を広げて皆さんからお手伝いいただけるような形で、今後も展開していきたい

というふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

補足させていただきますが、今、議員ご指摘のとおり、私はこのジオパークの事業の中で地域、

ジオサイトが中心になるわけでありますが、そういった自然の資源をどのように地域でとらえてい

くのかというところも、やはり使わさせていただきたいと思っております。交流人口拡大にもって

いけばいいのか、はたまたコミュニティの醸成の方向にもっていけばいいのかというのを、その中

で皆さんでお考えいただける、このジオパーク事業のプログラムではないかなと思っております。

非常に私といたしましては多目的に使っていただければ、またそして、それを地域の協働のまちづ

くりに使っていただきたいという部分もあります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

今、市長がおっしゃいましたように両面とも非常に大事なことで、相乗効果というのは期待でき

るんじゃないかというふうに思いますので、ぜひその方向で進めていただきたいと思います。 

それから、まちづくりサポートセンター、これは登録制になってますよね。登録団体は当初の平

成１８年に比べて、かなり伸びているようですが、その実態をお伺いしたいということと、大事な

ことは、ここを核にして情報提供と相談体制の充実を図るというふうにされておるんですけども、

今まで具体的にどのような情報提供と相談に対応して、さらにそれによって新しい動きが生じてい

るかどうか、お伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金平環境生活課長。 〔環境生活課長 金平美鈴君登壇〕 

〇環境生活課長（金平美鈴君） 

お答え申し上げます。 

まちづくりサポートセンターにつきましては、平成１７年８月から開設をしております。 

設置場所につきましては、能生、それから糸魚川、青海、それぞれまちづくりセンターを設置し

ております。能生につきましては能生事務所、それから糸魚川につきましては、糸魚川の市役所、

それから青海につきましては、青海事務所に設置しております。 

まちづくり団体登録といたしましては、８８団体が登録しておりまして、利用団体につきまして

は実質的には７１団体、複数サポートセンターに登録している団体もございますが、そのようなこ

とになっております。 

実質的にお使いのところは実績といたしましては、現在、ＩＴの研修とか、そういうグループの

皆さんが大いに使っていただいておりますが、ほかに単発的にはございますが、今きちんとした定

期的にお使いになっているというのは、今申し上げましたＩＴの関係の研修などに使われていると

いうことでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

それから市民活動の促進ということでは、総合計画で地域の多種多様な課題、要望を満たすため、

市民が主体となって行うコミュニティビジネスの展開を促進するという文言もあるわけですが、こ

ちらの取り組みというのは、具体的に５年間の間にどのようなものがあったかどうか、お伺いした

いと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田総務部長。 〔総務部長 織田義夫君登壇〕 

○総務部長（織田義夫君） 
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お答えを申し上げます。 

コミュニティビジネスにつきましては、特段大きな動きというものはなかったということで承知

してます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

これはとらえ方はいろいろあるんじゃないかと思いますが、例えばシルバー人材センター等も有

料で協働というような感覚、それからＮＰＯが存在していればＮＰＯというようなものも、やっぱ

りその範疇に入るんじゃないかなと私は思います。ですから、もう少し広げたものの考え方で言え

ば、存在しているというふうなことになるんじゃないかと思いますね。 

それから今度は企業でも最近は、そういう協働の関係ではＮＰＯなどの寄附とか、それから社員

のボランティアを推進したり、地域のプロジェクトに参加すると。それから地域や行政との協働活

動を通じて社員のモラルアップ、それから経済的なリターン、社会的なリターン、この両方をかな

り追及していくことが重要になっているというふうに言われておるわけですが、この市内企業との

協働に関する取り組み。先ほどもちょっと触れられておりましたけども、もう少し具体的にご説明

できるものがありましたら、お願いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

企業や各団体のそうした地域支援とか、また、地域連携というのは出てまいっております。 

例えば中山間地の圃場管理、圃場のやはり維持管理のために、企業で農業というのは非常に大変

な部分であるわけでありますが、圃場もある程度の放棄地をふやさないためにも、そういったとき

にやっぱり必要な部分があるわけでございますので、企業支援というものもいただいております。 

また、農作物の中においては、スタートしてある程度立ち上げたわけでございますが、維持でき

ないということで、建設会社がそれに対して支援に入ったというところもあるわけでありまして、

そういうところ等。また、例えば全然違った異業的な部分であるわけでありますが、ジオのグッズ

が図れないかというような研究もされたとこもあると聞いてるわけでございまして、非常に地域の

中においては、今そういう広がりも出てくるんじゃないか。企業の営業品目の枠を超えて、その中

でどういうふうに地域と、また住民との協働、または連携がとれるかというのを図っておるところ

も出てきておるわけでありますが、しかし、まだそんなに多くはないと思っております。 

非常にビジネスとしては難しいですし、そのリスクも大きいわけでございますので、そういった

ところを考えると大変だなと思っとるわけでありますが、しかし、我々といたしましては企業も組

織団体におきましても、糸魚川市民権を持った団体だと思っておるわけでございますので、そうい

ったところに支援ができるものであれば、支援をしていきたいという考えでおります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

それでは、２番目の地域づくりと地域担当者制についてお伺いしたいんですが、新市建設計画で

は、旧市町ごとに異なる自治組織と機能について、新市の合併後、早急に研究会組織を設け、市民

が安心できる組織と機能の充実を図りますということでありましたけども、この公民館組織と別に、

自治組織の機能について研究したというようなことというのはありますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡企画財政課長。 〔企画財政課長 吉岡正史君登壇〕 

○企画財政課長（吉岡正史君） 

自治組織につきましては、市内では古くから区とか、あるいは自治会という形で組織されてきま

した。それにつきまして私どもが新しく再編成するとか、あるいはその仕組みを変えるといった研

究については、行ってまいっておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

大事な組織なんですけども、町内会とか区長会という組織だけじゃなくて、地域には各種の団体

がそれぞれの活動の場で活動しておるんですが、とかくばらばらに地域活動を行っている場合も多

いわけで、そのばらばらの地域活動を有機的に連携させるというのは、なかなか地域の力だけでは

難しいというような声を聞いておるんで、その辺、住民の自治組織、これを行政の中へ入って組織

を整備するといいますか、連携づけるというのでコミュニティプラットホームという、そういう組

織連携をする手法があるんだそうですが、これは具体的におわかりになりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

基本的には、そういった事業に対しては理解してございませんが、ただ、今、議員ご指摘のよう

に各地区の区長さんを中心としておる組織があるわけでありますが、しかし高齢化になったり、ま

た、今まであるような区の財産管理ということにこだわらず、非常に大きく社会生活や、また、い

ろんな面に今は及んできておるわけでございまして、そういったところで少しご苦労されておると

ころが出てきとるわけであります。 

そのようなことで、少し枠を大きくした組織で自治組織的にとらえておられるところも出てきま

したり、また、そういったところをどのようにしていけばいいかというのを、少し我々といたしま

しても今言ったように、ただ行政で指導的に入るということではなくて、今、この地域担当制の中

で、そういった連携をとりながらどのように対応していくのか。非常に長い歴史があるわけであり
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ます。行政以上の長い歴史のある各地区であり、各区であったり、地域であるわけでございますの

で、そういったところであるわけでございますので、そういったものを大切にしながら、やはりそ

の地域に、またその地区に合った一番の進め方の中で、そういった組織の維持、またはコミュニテ

ィが醸成していくような形で、行政と一体となって連携を図っていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

ありがとうございます。 

コミュニティプラットホームというものの中身をちょっと見てみますと、来春４月からスタート

させたいとしてる公民館制度ですね、これとほぼ一緒といいますか、全く一緒の考え方と言ってい

いようなものなんですね。小学校区程度のものを１つのエリアに設定して、そこに安定した組織が

できれば、そこに財源とか権限というものをある程度与えて、自主的に活動をしていただこうとい

うようなものを指しているようですので、来年の公民館制度のスタート、こういうものとあわせて、

検討をしていただきたいというような気がいたしております。 

それから地域住民の市政に対する要望というのは、非常に多様化しておるわけで、職員の皆さん

にとりましても非常に大変な日常かと思うんですが、中にはいろいろな苦情等もあります。特に地

域の課題に対応する適切な対応能力といいますか、ここが問われているんじゃないかと思うんです

が、特に協働の意識が低いと非常に住民にとりましても、役所へ話をしても職員がよくわかってな

いということで、ある意味では職員の方からも、協働に関する意識を高めていただきたいというふ

うに思うんですが、この辺はいかがですかね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

全くそのとおりだと思っております。今言ったように、そういったコミュニティづくりは住民の

皆様だけではございません。行政も含めてコミュニティづくりにならなくてはいけないわけであり

ますので、そういったところのないようにしていきたいと思いますし、本当にいろんな日常生活、

また、社会生活の中において、行政の果たす役割というのも、でかい部分があると思っております。 

そういう中で、皆様方の要望をいただいたときに、非常に皆様方が少しお困りになるようなとこ

ろというのは、なかなかすぐ返事を返せない部分等が、一番やはりご不満な点でなかろうかと思う

わけであります。 

行政というのは、やはり責任のある対応をしたいというのが、一番大きい気持ちであるわけでご

ざいますが、なかなかその辺がすぐできないと、悩んでしまったり、また、ついつい複数で協議を

する部分が出てきて、そういったところが、やはり一番皆さん方が、ご不満になる点でなかろうか

と思うわけでございまして、そういったところのないようにしていかなくちゃいけないと思ってお

ります。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

おっしゃるとおりで、あんまり難しいことじゃないんですが、受け付けといった段階で初期対応、

この辺で非常に住民の不安をあおってしまう。時には怒りというふうなことを招いているわけでご

ざいますが、申し上げると、協働を進めるためには、まず職員と地域住民との連携、信頼関係、こ

れがやっぱり必要になるわけですので、そこに今回、地域担当者制ですか、大いに期待をしてるわ

けなんですが、改めてこの制度の位置づけを、確認をさせていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡企画財政課長。 〔企画財政課長 吉岡正史君登壇〕 

○企画財政課長（吉岡正史君） 

地域担当者制ということでありますが、基本的にはまず地域の中に入って、地域の方々の地域づ

くりを支援していくというのが、私どもの基本的な考え方であります。 

そういった中で、先ほどもいろいろ出ておりますけれども、そういった地域の中で困ったこと、

あるいは解決できないことで、どうしても行政、あるいは関係する団体へつないでいくと。そうい

ったことも、私ども地域担当者の仕事であるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

実際に４月からスタートしたわけでございますが、どのような反応が出ておるのか。地域の現状

や課題、これらの整理というものはどんな形でされているのか、お伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田総務部長。 〔総務部長 織田義夫君登壇〕 

○総務部長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

地域担当者制ができて、まだ半年ならずでありますけども、今は各地域へできるだけ出向いて行

って、実際、地域と一緒に話をしようというところを始めております。 

ただ、まだ具体的にどうかというのは、なかなか評価もできないとこでありますけども、ある地

区からは市長要望のときに、いろんな要望のときに、今回は要望を出しましたら担当者が来て、現

場をつぶさに見て、いろんなところでその辺の要望の前に、要望をする段階で、きめ細かく対応し

てもらったという声も聞いております。そういった点では、やはり担当制をひいてよかったかなと

いうことであります。ただ、具体的な評価はこれからですし、また、実際に地域担当制をひいて、

これからいろんな面で地域へ入っていくのは入っていくんですが、これからは地域と一緒になって、

その地区をどうするかというのは、一応これからだというふうに考えております。 



－ 303 － 

＋ 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

そういった点では３月の一般質問のときに地域振興計画ですね、これはつくっていきたいという

考え方だったんですが、実際にこの地域振興計画を策定されている地域というのが何地区あって、

内容はどういうふうになっているのか、ちょっとお伺いしたいと思うんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡企画財政課長。 〔企画財政課長 吉岡正史君登壇〕 

○企画財政課長（吉岡正史君） 

地域がみずから地域振興計画を立てるといったものを支援するために、今、パワーアップ事業で

今回改正をいたしまして、計画づくりも補助支援をするといった制度をつくったんですが、この制

度をつくって地域振興計画を立てた地域は、今のところまだないというような状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田総務部長。 〔総務部長 織田義夫君登壇〕 

○総務部長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

地域担当者が出向いて行って、これから地域をどうするかということを地域とともに協議をする

わけでありますけども、その１つの成果品としまして来年策定します後期基本計画、その中では地

域別の振興計画というものをつくろうということで今計画しております。 

したがいまして、糸魚川地域ですと１０地区になりますけども、そういったところで各地区の振

興計画を総合計画の後期計画の中に、一緒になってつくりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

補足になりますが、今、部長の言ったとおりになるわけでありますが、非常にまだ時間もないこ

とでございまして、本当に大枠の中で地域担当が今入っておるわけでありますが、もっともっと細

かいとこまで、入っていってもらいたいと思っております。いろんなところを回って、そして地域

の皆様方と細かいとこまで懇談をしながら、そういったものにつくり上げていきたいと思っておる

わけでございまして、今できてるぐらいだったら、逆に地域担当制は要らないのだろうと思うわけ

でございますが、そのような形で今進めさせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 



 

－ 304 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

○４番（渡辺重雄君） 

ぜひ細かいところの目配り気配りも、お願いをしたいと思います。 

じゃあ３番目のアダプトシステム、まちづくり里親制度の導入提案についてお伺いしたいんです

が、先ほど交流観光課長のほうから話が出ておるんですが、おっしゃるとおり、このアダプトプロ

グラムがかなり普及をしておりまして、平成２１年度の導入実績では、全国の自治体で４３０自治

体が導入しておりまして、活動団体が１万９,０００団体、活動参加人数では９５万人ということ

で、ちなみに２万人以上の自治体の３分の１強の自治体が導入しておりまして、しかも導入してい

る自治体の半数以上が、総合計画とか条例でこのプログラムの位置づけをしているというふうなこ

とでありますね。 

協働のまちづくりにはいろいろありますけども、少なくとも身近なまちの美化は、住民と行政が

互いに協力し合って取り組むテーマであるというふうなことで、特に多くの人々が利用する道路や

公共施設がきれいになってるということは、心地よさとともに地域や市民全体の誇りでもあるとい

うふうなことで、取り組んでいるケースが多いと。 

ただ、大がかりに取り組むとなりますと、非常に大変な労力を要するわけで、ということは、な

かなか行動に移せないということになるということから、だれでも始められ、だれでも参画できる

ようなことから取り組みを開始したらどうかということで、私としてはやはりこのジオパーク事業

が非常に高まりを持っておるわけですから、ここで１つ仕掛けをしていただいたらどうかというふ

うに考えておるんですが、先ほど、そこでやりたいというような雰囲気に私はとっているんですが、

ここで明言をしていただければと思いますが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

このシステムにつきましては、市長が冒頭のあいさつの中でお話をしましたように、花壇とか、

あるいは道路を、地域のみんなで協働でそれぞれやりましょうということでありまして、今お話が

ありましたように全国で、特に長野県等で一生懸命、これらを制度化してやられてるというふうに

聞いております。 

今うちとしても市の中でも、いろんな地区でこのことに取り組んでいただいておりますので、や

はりこれらを制度化することによって、それらがその地域の中でそれらの地域づくり、あるいはコ

ミュニティづくりにつながるようであれば、これらを制度化をしてしっかり位置づけたもので、自

分の地域は自分たちで何とかしようという機運づくりにもつながるんだろうと思っていますので、

そのことを踏まえながらもう少し検討し、やはり地域おこし、あるいはコミュニティの中での活用

を図れないか、取りまとめていきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

ちなみにこのシステムは、市と市民が一緒に活動するわけですけども、その役割ですけども、現
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場の活動というのは主に市民がすると。市がこの環境美化活動に必要な物品の支給とか貸与、さら

にボランティア活動保険の加入、それからそこの活動表示看板ですか、こういうものを設置すると

いうようなところで市が対応していただくということですから、割合呼びかけやすいような感じじ

ゃないかと思いますね。 

全国の先進地の導入事例では、先ほど副市長がおっしゃいましたように、地域のバス待合所の清

掃とか除雪、公共施設の敷地内の花壇の管理とか、さらに地域の道路、公園、河川等の環境美化活

動、こういうものに広く導入されて、定着してるというふうなことをお聞きいたしております。 

いずれにいたしましても、協働の活動というのは楽しく運用されなければならないと思いますの

で、人づくりといいますか、意識の啓発から始めなきゃならないものですから、すぐというわけに

いかない面もあるかもしれませんけども、いろんなところで導入が可能になるような仕組みを、つ

くっていただきたいというふうなことを要望しておきます。 

次に、２番目の総合計画の後期計画の策定の基本的な考え方についてお伺いをいたしたいと思い

ますが、１番目の前期計画の各種検証と中期プランの位置づけでございます。 

現在実施をされているアンケートですけども、後期計画の策定のためであり、内容は前期計画の

検証であるわけでございますけども、設問は、ちなみに前期計画の平成１７年に実施したものと、

同じものなのかどうかということと、それとこのほかに各種団体向けとか、あるいは高齢者向け、

障害者向けというような感じの、別立てのアンケートというのも考えておられるかどうか、お伺い

をしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡企画財政課長。 〔企画財政課長 吉岡正史君登壇〕 

○企画財政課長（吉岡正史君） 

後期基本計画に対するアンケートの件なんでございますけども、前期基本計画と比較をしたいと

いうことから、基本的な内容につきましては前期と一緒にしております。ただ、その後に新しく出

てきたものについて加えております。 

それから、今このアンケートの対象につきましては市民、おおむね３,０００人程度にお聞きを

するわけでございます。そのほかに中学３年生全員に一部、部分抽出といいますか、質問の内容を

抽出したものをしております。そういったところで実施しておりますが、それ以外の企業や団体に

アンケートをとるというようなことは、今のところ計画しておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

各種団体に関しましては、各団体がかなりまちづくりに関する考え方を持っていると同時に、事

業を実施しているわけですので、できたらこの計画策定に反映させるためにも、おとりになったほ

うがいいんじゃないかなと、検証する必要があるんじゃないかというような気がしますし、それか

ら行政はとかく弱者と言われる方たちに、配慮をした施策をやっぱり打つ必要もあるわけですので、

別立てで調査も必要ではないかなというふうなことを考えるわけですけども、じゃあこのアンケー
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トのほかに前期計画の検証として、この後どのような手法で前期計画の検証、アンケートのほかに

あったら教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡企画財政課長。 〔企画財政課長 吉岡正史君登壇〕 

○企画財政課長（吉岡正史君） 

アンケート以外の検証方法ということでございますけれども、私どもは今、後期基本計画をつく

るに当たりまして、今まで進めてきたいろいろな施策につきまして、各担当課において、まず現状

分析をしていただいて、特に課題の抽出をしていただいております。そういった課題に対して、こ

の後期基本計画でどのようにしていけばいいのかといったような施策の展開について、今いろいろ

の作業をしていただいております。 

それからまた数値につきましても、過去のいろいろな統計から各課において、その施策に関する

いろいろな総計数値は、一覧にしていただいております。その数値を見ていただいて、その数値が

悪化しているのか、あるいは改善しているのか、そういったものを含めまして施策に反映していた

だきたいということで、今取りまとめをしたものを分析して、各課が施策を今検討している最中で

ございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

それから、ことし１月に示された中期プランですね。これは議会とか地域審議会等の審議や議決

は必要がないわけですけども、一部で新市建設計画がかなり後退した内容になっているというよう

なことで、特に合併前に新市建設計画の策定にかかわった有識者の方から、厳しい意見もあるわけ

ですけども、やはり策定前に意見交換なり情報収集、また、十分な説明責任といいますか、これを

果たしておいていただきたかったなというふうに思うわけですけども、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田総務部長。 〔総務部長 織田義夫君登壇〕 

○総務部長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

中期プランにつきましては、本来ですと毎年の実施計画をつくる段階なんですけども、その段階

で先ほど市長が申しましたとおり、景気、経済状況が非常に悪化をしてるということ。それから世

界ジオパークの認定、それから学校、公共施設の耐震化等、それぞれ新しい行政課題が出てるとい

うことであります。 

それからもう１つは、合併特例債等の合併の恩恵につきましては、平成２６年度までになります。

したがいまして、今後５年間についてきちんとした財政状況等を踏まえて検証した上で、実施計画

をつくったほうがいいのではないかということになりまして、今回、そういうことでことし１月に

中期プランを策定をさせてもらったというものであります。したがいまして、ある意味では基本計
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画と実施計画のちょうど中間的な段階であります。それから、なおかつ前期基本計画と後期基本計

画をつなぐ１つのジョイント的な役割のものであるということであります。 

したがいまして、今後市民の皆さんからの意見につきましては、後期基本計画策定の段階で、当

然ながら地域審議会を含めて、パブリックコメントを含めて、また、場合によっては各種いろんな

団体と策定途中の段階で、説明会とか懇談会とかいろんなことをしながら、その辺については、で

きるだけ多くの皆さんの意見をちょうだいする中で、後期基本計画を策定をしたいというふうに考

えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

おっしゃるように厳しい環境下で、どちらかというと、緊急性というものからつくられたという

ことについては理解をするわけですが、２２年、２３年、２４年からは後期基本計画、これにバト

ンタッチをするわけですが、新市建設計画のまちづくりの方針というのは、やっぱり少なくとも合

併前のお約束事でございますので、この計画に位置づけられた事業の必要性とか有効性については

十分精査し、検討した上で調整を。これはこだわるわけではございませんが、よく説明責任なり、

調整を図っていただきたいというふうにお願いしたいと思います。 

それから、２番目の後期計画策定の基本的な考え方と手法ということで、市長は市民に選ばれた

リーダーであるわけですので、市民に幾つかの公約をされております。今回示されている策定方針、

この策定方針は市長の公約との整合性という面ではいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

後期基本計画につきましてはご存じのように、前期基本計画のやはり流れに沿って今進めている

わけでございます。 

議員ご指摘の新市建設計画につきましては、それをもとに前期の基本計画、基本構想の中でつく

ってきとるわけでございます。そしてまた新市建設計画につきましては、審議委員会で皆さんから

ご論議をいただいて、その進 状況、またそういったところを皆さんから管理といいましょうか、

チェックをいただいとるわけであります。そういう形の中で、今我々は後期基本計画、最上位のも

のをつくっていきたいわけであります。 

当然、私がお願いしたこと、また、私が公約したことについては、その中で醸成していかなくち

ゃいけない部分だろうと思っておりますし、また、私も２期目に入っとるわけでございますので、

その中でやはり時代に対応した、変革の中でもやはり変えなくちゃいけないものは、変えていかな

くちゃいけないんであろうと思うわけでありますので、皆様方の意見を大切にしながら、そういっ

た形で進めていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

ぜひその方向で、進めていただきたいというふうに思います。 

それから具体的なところでは、委員の方が今回１９名というふうにお聞きしておるんですが、前

期計画の策定時は３０名ということだったんですが、どのような理由から１９名に絞られたのか。

また、公募委員ということで、人数はどれぐらいで、どういう選考でお願いをしているのか、お伺

いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡企画財政課長。 〔企画財政課長 吉岡正史君登壇〕 

○企画財政課長（吉岡正史君） 

議員さんもご存じのとおり、この糸魚川市総合計画というのは基本構想、基本計画、そして実施

計画になっております。 

この基本構想につきましては１０年間ということで、平成１９年度から１０年間のものがつくら

れてるわけです。それに基づきまして、２３年で前期の５年分が終わりまして、２４年度から後期

の５年分が始まるわけでございますので、今回はその基本構想の大綱というものはいじりません。

そういった関係で、今度は計画といったところでありますことから、人数的には２０人ということ

で、前回よりも少なくしております。 

それから公募委員ということで、私どもは広報等を通じて公募をしたんですけれども、残念なが

ら応募者がいなくて、今回はその公募委員のかわりに、各団体から推薦いただいた方を補充してる

という姿勢でおります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

わかりました。 

この後さまざまな形で市民参加も考えられてると思うんですけども、どのようなタイミングで市

民とか議会に計画づくりに関する参画といいますか、提示があるのかお伺いをしたいということと、

方法として、地区懇談会とか意見募集、パブリックコメントなんかも考えられるわけですけども、

予定はどんなような形になっているか、概要をお聞きしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡企画財政課長。 〔企画財政課長 吉岡正史君登壇〕 

○企画財政課長（吉岡正史君） 

おおよその筋というか、内容が固まった時点で、まず地域の代表者であります地域審議会、ここ

にまずお諮りをしたいし、当然、議会の皆さん方にもお知らせをして点検していただきたい。それ

から市民につきましてはパブリックコメントを実施して、そういったものを反映させて、その上で
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計画を固めてまいりたいということで、一応最終的な完成形につきましては、来年の１０月ごろを

目標にしてるという形で、今作業を進めている最中でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

それから、翠の交流都市を目標とする都市像を据えてるわけですね。したがいまして、市民参加

とともに、外から見た有識者の見方、意見、こういうものも大変貴重なものと考えておるわけです

が、市外の専門家の参加、あるいはそういうものを視野に入れた取り組みというのは、この後考え

ているのかどうか、お伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田総務部長。 〔総務部長 織田義夫君登壇〕 

○総務部長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

今のところ市民の皆さんと一緒につくるということでありまして、市外の有識者から見てもらう

というようなことにはついては、考えてはいないということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

最終的には先ほど課長からお話があったように、基本構想は１０年間はそのままなんだと。今回

は後期基本計画の策定ということなんですが、正直言うと、この地方自治法第２条の４項、この議

会の議決というのは要らないわけですよね。したがって、行政計画の最上位計画と言いますが、そ

の位置づけというのは、今回つくるものについては何と言いますか、我々が意見を申し上げても意

味のないような感じなんですが、その辺はどういうふうにとらえてますかね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田総務部長。 〔総務部長 織田義夫君登壇〕 

○総務部長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

先ほどの外部の方のということでありますけども、外部の方、特に有識者からということは考え

てございませんけども、ある程度、素案等の段階では県の地域振興局等の各部とか、地域振興局の

企画振興部とか、そういうほうとはキャッチボールをしたいというふうに考えております。 

それから議会のほうにつきましても、当然、地方自治法上は議会の議決は不要というふうになっ

ております。ただ、当然ながら十分なキャッチボールをしなきゃならんということで考えておりま

す。したがいまして、アンケート調査結果が出たら、調査結果ということになります。それから素

案がある程度まとまったら素案ということで、それぞれ提示をして、議会側とキャッチボールをし
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たいというふうに考えております。 

ただ、どのような形にするか、まだ議会事務局とも話をしてませんけども、前回のときのように

議会議決はしませんけども、全員協議会等できちんとした説明をしたいと。また、意見交換をした

いというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

ぜひそのようにお願いをしたいというふうに思います。 

それから、３番目の各種指標と住民満足度についてお伺いしたいんですが、合併後５年間の各指

標をどのようにとらえているかということなんですが、一番なじみのあるところでは、先般出され

ました２１年度の決算数値に基づく財政健全化判断比率算定資料。ここのところでは、今回どのよ

うにこの資料から判断をされているか、お伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡企画財政課長。 〔企画財政課長 吉岡正史君登壇〕 

○企画財政課長（吉岡正史君） 

長期財政の判断比率といったものと、それから先日、議会の初日に糸魚川市の長期財政見通しと

いうものをお配りさせていただきました。それをごらんいただきますと、おわかりになりますよう

に、今はある程度の健全性を保っております。しかしながら、学校の耐震化等大きな公共事業が、

この合併特例債等を活用して平成２６年度までに、かなりの事業をしたいということで、非常に地

方債、あるいは合併特例債の利用というものをしていくわけです。 

その結果、平成２３年度ぐらいまでは非常にいい、例えば実質公債費比率でいえば１８％を超え

ないような状況でありますけれども、平成２４年度から今の見込みで見ますと急激に上昇しまして、

平成２７、８年度には２２％に近づくといった、非常に危険といいますか、危ないところへ近づい

ていくと。 

それから平成２７年度以降、合併の特例の措置が終わります。そのために合併特例債や、あるい

は交付税の割り増しといいますか、今は３本算定といって非常に有利な方法で計算していく。そう

いったものが終了して、５年間でだんだん減っていくと。 

そういったもの見ますと、特に私どもが今一番心配しているのは、当然、交付税や市税等が漸減

していく中で特に投資的経費、これは平成２３年度ぐらいのピークに比べまして、今の推計では

４分の１程度に激減してしまうといったような今数値が出ております。こういったものをいかに今

の推計よりもよくするかということを、やっぱり考えていく必要があるというふうに考えておりま

すことから、この後期基本計画ではやはり市独自の財源が、例えば市税等が増加するような施策も

十分していかないと、いろいろな計画ができていかないと、あるいは実施できないというふうに考

えておりますので、その辺も特に重視していきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

今、課長がおっしゃいますように、財政指標については我々議員も、また行政側も常に牽制をし

ながら先を見ておるわけなんですが、ちょっと変わったところでは、新潟県の１００の指標という

のがございますね。その新潟県の市町村の各分野から１００の項目を抽出してランキングをつけて

ると。 

これを見ますと、ことしも８月に発表されているんですが、一例ですけども基本健康診査の受診

率が２６.８％、それから胃がん検診の受診率が８.４％、県下３０市町村の中で最下位なんですね、

３０位なんです。その関連で、悪性新生物による死亡者数が６位と。これはことしに限ったことで

はなくて、ここ５年ほど同じような指標で発表されているんですが、この原因を究明して、改善な

どの手は打たないのか。財政が県下３０位と言ったら、みんなあっと驚いて、てんやわんやという

ふうになるんじゃないかと思うんですが、これは５年間もこんな感じで推移しているのに、手を打

たないのかなと不思議でしようがないんですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

今ほどの基本健康診査、あるいは、がん検診の当市の受診率、これはおっしゃるように低い状況

が続いております。これにつきましては、やはり住民の皆さんの意識づけもありますが、検診の方

法といろいろ改善はしております。今後とも受診率アップに向けて住民の皆さんの意識の改革、あ

るいは検診の受けやすさ等を、実施していきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

補足させていただきますが、１つの見方だと思っております。 

糸魚川はどちらかというと高齢化率の高いところでございまして、非常に医者にかかっている人

たちが数多くございまして、そういう状況がある中では、健診を受けないというのも出てきとるわ

けでございまして、医者へ通っとって、さらに健診は受けんでもいいわというような感覚もあった

りもしてるというのがあって、なかなか以前から健診率が上がらないのも実情でございます。 

そういったところは我々も非常に苦労して、なるべく健診率を上げようというところもやってき

たわけでございますが、なかなかうまくいかないのも実情であります。 

そのようなことで、市民の皆様方の満足度は向上してるかということを、今お問いになっておる

わけでございますが、私は向上してないと思っております。我々といたしましては満足をしていた

だくには、まだまだいろんなことをやらなくちゃいけないという状況であるととらえております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

市長がおっしゃるように最下位の３０位の受診率ということですが、死亡者数でいうと大体６位

ということですから、それなりにお医者さんにかかっておられて、受けてる方もまだまだいるんじ

ゃないかというのも推測できるわけですね。 

指標の活用というのは、やっぱりおくれている分野というのは、早く対応する必要があるという

１つの基準なり、指標として活用してほしいというように思うわけでございます。 

それから、今までどちらかというと各種計画を実施する場合には、アンケート調査とか意識調査

をしていますけれども、実施された事業の満足度をはかるというのは、あんまりやってないんじゃ

ないかと思うんですが、その辺はいかがですかね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田総務部長。 〔総務部長 織田義夫君登壇〕 

○総務部長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

確かに各種計画では、計画の実施時期が終了しまして、その辺の満足度調査というのはなかなか

してないと。計画を策定する段階でやってるということであります。 

ただ、今回の総合計画の場合は、前回のアンケートとほぼ同様なものをアンケート調査をして、

その辺では満足度もその辺が出てくるんではないかということで期待をして、今回調査をさせても

らうということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

それでは最後に、糸魚川市の満足度でございますけども、合併時は４１.８％でした。当面、

何％を目指して市政を進めていかれるのか、お伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田総務部長。 〔総務部長 織田義夫君登壇〕 

○総務部長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

満足度はどれぐらいがいいかということは、まだ市長ともその辺について詰めておりませんので、

きょうのところはご勘弁願いたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

ぜひ高いところを目指して後期計画を策定していただきたいということを申し上げて、終わりと
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いたします。どうもありがとうございました。 

○議長（倉又 稔君） 

以上で、渡辺議員の質問が終わりました。 

暫時休憩いたします。 

再開を午後３時といたします。 

 

〈午後２時４５分 休憩〉 

 

〈午後３時００分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、新保峰孝議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 〔２６番 新保峰孝君登壇〕 

○２６番（新保峰孝君） 

日本共産党議員団の新保峰孝です。 

健康づくり、高齢者世帯の除雪、雪踏み支援、ごみ処理について、私は米田市長に質問をしたい

と思います。 

１、健康づくりについて。 

(1) 健康糸魚川２１に基づく健康づくりの各分野の取り組みはどのように進められているか。 

① 身体活動。 

② 栄養・食生活。 

③ 休養・こころの健康。 

④ 生活習慣病。 

⑤ アルコール・たばこ。 

⑥ 歯の健康。 

(2) 推進体制とリーダー、推進員の養成はどのように行われているか。 

(3) 健康づくりの楽しいシンボル事業としての取り組みはどうか。 

(4) 認知症予防に葉酸摂取をプロジェクトとして取り組んだらどうか。 

(5) 健康づくりには多面的な連携が必要と思うが、どのように取り組まれているか。 

(6) 地域ぐるみの取り組みとなるよう力を入れていく必要があるのではないか。 

(7) これまでの取り組みの成果はどうか。 

２、高齢者世帯の除雪、雪踏み支援事業について。 

(1) 高齢者世帯の除雪、雪踏み支援事業の利用実績はどうか。 

(2) 対象世帯及び認定はどのようになされているか。 

(3) 支援額等はどのようになっているか。 
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(4) 今年１、２月には、どのような要望が多かったか。利用者の立場で改善をはかる必要があ

るのではないか。 

３、ごみ処理について。 

(1) 糸魚川市一般廃棄物最終処分場の現状と今後について、どのように考えているか。 

(2) 糸魚川市産業廃棄物最終処分場の現状と今後について、どのように考えているか。 

(3) ごみ処理については、分別を進めて資源化し、埋立ごみも含めごみの総量を減らす考え方

で取り組んでいく必要があるのではないか。 

以上、１回目の質問といたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

新保議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目の１つ目につきましては、各種運動教室やチャレンジ事業など、楽しく身体を動

かす習慣の定着に向け取り組んでおります。 

２つ目につきましては、海藻に注目した「わかめを食べよう運動」を推進する中で、正しい食生

活の普及活動を進めております。 

３つ目につきましては、心の病気の予防と、周囲の人が早目に気づき適切な対応ができるよう、

正しい知識の普及啓発に努めております。 

４つ目につきましては、自分の健康状態を知り生活習慣を見直すため、健診受診者がふえるよう

受診しやすい体制づくりに取り組んでまいります。 

５つ目につきましては、疾病予防の観点から、適正飲酒の指導と禁煙、分煙を推進してまいりま

す。 

６つ目につきましては、自分の口腔に関心を持ち、生涯にわたって自分の歯で食べることができ

る人がふえるよう、普及啓発に努めております。 

２点目につきましては、身体活動分野での運動推進員やサポーターは随時養成をいたしておりま

して、養成後は定期的にフォローアップのための研修を行っております。 

また、食生活分野では、食生活改善推進員養成講座を開催し、その受講修了者が食生活改善推進

員となっております。 

３点目につきましては、先ほど栄養食生活分野でお答えいたしましたとおり、「わかめを食べよ

う運動」をシンボル事業といたしまして、現在、取り組んでおります。 

４点目の葉酸接種につきましては、認知症予防だけではなく疾病予防や、特に妊婦の欠乏症は胎

児に悪影響を及ぼすことから、葉酸を含んだ食事をとるよう栄養指導や普及に努めております。 

５点目につきましては、地区運動教室においては地域と連携をし、食育について農林漁業関係団

体などとの連携を図ってまいります。 

６点目でありますが、地区運動教室や高齢者のうつ病対策などは、公民館や自治会、老人クラブ

などと連携をいたして進めております。今後も積極的に取り組んでまいりたいと考えております。 

７点目でありますが、具体的な検証は今年度、健康いといがわ２１の中間見直しのためのアンケ
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ート調査を実施しておりまして、この分析によりましてこれまでの成果を検証し、今後の計画見直

しに取り組んでまいります。 

２番目の１点目、平成２１年度の利用実績につきましては屋根雪除雪が１５４人、延べ４３２回

の実施、雪踏みは１５２人、延べ１,９６９回でありました。 

２点目の対象世帯数につきましては、６５歳以上の高齢者のみ世帯などの要援護世帯のうち、収

入要件と家族などからの労力的な、また、経済的支援が受けられない家庭について、地区民生委員

の意見を聞いた上で認定を行っております。 

３点目の支援額でありますが、屋根雪除雪は１回当たり１万２,０００円を上限とし、山間部ま

では５回まで、平野部では２回までであります。雪踏みは３０分で３００円を上限とし、山間部で

は９０回まで、平野部では４５回までであります。 

４点目につきましては、対象世帯への追加認定についての要件が多く出されましたが、ほとんど

収入要件などの基準により対象外でありました。また、支援額の増額についても要望がありました

が、本年の冬の実績から、現行の１万２,０００円は妥当と考えております。 

３番目の１点目につきましては、昨年度の詳細調査で指摘された問題点等をもとに、今年度は処

分場の適正化業務を日本環境衛生センターに委託しております。 

今後は同センターからの調査報告に基づき、地元大野区の皆様と協議をする中で、市としての方

針を示してまいりたいと考えております。 

２点目につきましては、同処分場は昨年９月から搬入を休止しており、現在、適正化に向けた詳

細調査を、日本環境衛生センターに委託しております。 

今後は、この調査結果に基づき地元の皆様と協議をする中で、対策の検討を進めてまいります。 

３点目のごみ処理につきましては、現在、当市では１８分別を実施いたしておりますが、さらに

今まで埋め立て処理していたごみを、中間処理により資源化していくことで、総量を減らしていき

たいと考えております。市では、現在ごみ処理基本計画を策定中であり、その中でごみ減量に関す

る方針を示してまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

おわびをして訂正をさせていただきます。 

２番目の２点目のお答えをさせていただく中で、６５歳以上の収入要件につきましては、「親

族」と申し上げるところを「家族」と申し上げましたので、「親族」ということで訂正をさせてい

ただきます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

健康づくりについてから２回目の質問をさせていただきます。 

厚生労働省が５年ごとに人口動態調査、国勢調査をもとに平均寿命を発表しております。 

２００５年（平成１７年）の調査をもとに出された都道府県別の平均寿命は、男性では１位が長

野県、２位、滋賀県、３位、神奈川県、４位、福井県、５位、東京都、沖縄県は２５位となってお
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ります。女性では、１位、沖縄県、２位、島根県、３位、熊本県、４位、岡山県、５位、長野県と

なっております。新潟県は、２３位と９位であります。 

沖縄県の男性は、これまで上位を維持してまいりましたけれども、急落しております。沖縄の伝

統的食文化が崩れて、欧米化してきていることが指摘されております。 

また、厚生労働省保健局が出した、平成１９年度老人医療事業年報では、全国平均の１人当たり

老人医療費が８６万９,６０４円となっており、一番少ない４７位が長野県で７１万８,８０８円、

次の４６位が新潟県、４５位が岩手県の順になっております。 

また、総務省統計局の平成１９年１０月１日現在の都道府県別６５歳から７４歳までの有業率、

つまり日常的に働いている人の割合でございますが、これを見ますと長野県が４３.７％、福井県

４０.１％、山梨県３９.９％、静岡県、石川県ともに３７.７％と続いております。 

これらをあわせ考えますと、長野県では年をとっても働いている方が多く、健康で長生きしてい

るということが言えるのではないかと思います。大事なことは、長寿であるということだけでなく、

働きがい、生きがいがあり、病気にならないことであります。２年前に政務調査で訪れた長野県佐

久市は、これまで健康長寿は食にありというモットーを掲げて、楽しく生活しながら実践できる持

続可能な健康づくりに取り組んできたとのことでありました。老人医療費が全国で一番少ない長野

県の取り組みは、食事の改善から始まっております。 

基本的なことから伺いたいと思います。 

健康いといがわ２１で、糸魚川市の概況と特性の項で、死因では悪性新生物、がんと脳血管疾患

が多いと。１人当たり医療費については、２０歳から５９歳までは県より高いが、７０歳以上は県

と同じか低い状況になっていると記されております。これはどのようなことを意味しているとお考

えか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

今ほどの２０歳から５９歳までは高くて７０歳以上が大体同じぐらいということにつきましては、

やはり２０歳からの若年層といいますか、そちらの健診が低いとかそんなことを考えられますし、

高いほうは結構医者にかかっておったり健診を受けたり、そのようなことが影響してるんじゃない

かというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

医療費では糖尿病が多く、受診率では高血圧が多くなっているとのことでありますが、この点に

ついては、どのようにとらえておりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

当市はやっぱり糖尿病の有病率が高いと以前からも言われておりましたので、その結果、高いと

いうふうに今でも認識しております。 

高血圧につきましては、やはり減塩といいますか、そちらの指導等の結果だと認識しております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

食事バランスガイドや日本人の食事接種基準から見て、糸魚川市民の食生活の特徴的な傾向、こ

の点はどのような点か。また、改善の取り組みはどのように取り組まれているか、伺いたいと思い

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

当市の食生活、市民の傾向ということですが、そんなにとりたてて、全国的に見て偏っていると

は思いません。やはり糖尿病に関してはそのような食生活もありますが、運動不足とかも考えられ

ると思います。 

また、減塩というふうに先ほどおっしゃいましたが、やはり減塩と申しましても、若干、塩分の

とり過ぎもあるのかなというふうに考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

２０歳代で、１日３食バランスよく食べている人の割合が低いということでありますが、これに

ついてはどのような改善の取り組みをしておりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

今回、３月に策定しました食育推進計画、この中で１日３食バランスよい食事をとりましょうと

いうことで、いろいろこれからＰＲ活動、普及活動、こちらのほうに力を入れたいというふうに考

えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

小・中学校では食習慣形成に対して、どのような取り組みが行われておりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

靏本こども課長。 〔教育委員会こども課長 靏本修一君登壇〕 

○教育委員会こども課長（靏本修一君） 

お答えいたします。 

小学校のほうでは今まで糸魚川市が取り組んできました生活リズム改善運動、その中に早寝早起

き、おいしい朝ごはん運動、その取り組みが小学校にも移行しておりまして、これは意図的、計画

的に啓発活動も含めて、実践するようにというような形での取り組みをしています。 

特に、低学年の子どもたちにはモンスター攻略ブックとか、低学年ではすごろく遊びとかいうふ

うなものを使いながら、保護者と一緒にそれぞれ運動に取り組み、そして取り組んだ成果をお互い

に考えるように、そして次のステップに向かっていくという形での継続した取り組みを推進してお

ります。 

それから中学校のほうでは、これも養護教諭、それから栄養教諭を中心にしながら、１日のうち

の昼食時、給食が中心になるんですけれども、そこで食指導をしながら、一番大事なのは朝食なん

だというふうな部分の働きかけも含めて学校での指導で、これも継続的に推進しております。 

特に幼稚園、小学校、そして中学校に、どのようにその運動をつなげていくか、これが基本計画

策定の健康部会の大きなテーマになっておりまして、関係した職員、あるいは養教さんも含めてな

んですけれども、みんなで意見を交換しながら、改善に向けた取り組みを検討している最中です。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

野菜の摂取が少ないということも、その中に載っておりますが、１日の必要量、あるいは知識を

広げる取り組み、市民の認識を深めて改善する取り組みについては、どのように行われているか、

伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

バランスのいい食事をとるということで、主食、主菜、それから副菜という中で、この副菜の中

に野菜が含まれているわけでございます。今回、この食育推進計画の中で、わかめを食べよう運動、

これは副菜の中の海藻ということで含まれているわけでございます。 
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このわかめを食べよう運動を推進する中で、これはわかめだけ食べろという意味じゃございませ

ん。わかめを食べようという運等の中で、副菜の野菜、キノコ、そのようなものをとっていただく

という指導といいますか、学校も含めてですけど、そのようなことで、この野菜をとっていただく

という運動を進めておるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

宮崎県綾町では、全町民に対する一坪菜園運動がずっと以前から呼びかけられて、取り組まれて

おります。当市においても、既に実践されている方も多いと思いますけれども、体を動かし、野菜

の摂取もふやすと、こういう取り組みも必要ではないかと思いますが、この点いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

家庭菜園等をいろいろご自分でおつくりなって、汗をかいて体を動かして野菜を収穫して食べる

と、それは健康に最もよいことと思います。そのことは皆さん、市民の方は結構やっていらっしゃ

いますので、どんどん進めていっていただきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

行政からの働きかけというのも、いろんな分野の連携というその中で、ぜひ進めていって、強め

ていっていただきたいと思います。 

それと肥満の割合が、県平均よりも多いということでありますが、原因としてどういうことが考

えられるか。いろいろ考えられると思いますけれども、この点についてはどうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

やはり食生活と運動不足ではないかと思います。特にメタボ関係、腹囲の関係でありますが、や

はりまだ運動不足の方が多いのではないかということで、特に健康いといがわ２１では、６つの分

野別に目標を掲げておりますが、運動と食の栄養の部分、ここの２点を重点的に取り上げたという

ことでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

健康いといがわ２１の目標年次というのは、２０１５年（平成２７年）でありますけれども、こ

れから後半に入っていくわけですよね。その目標を達成するためには、何が必要かと。課題と後半

の取り組みについて、まだまとめてないというふうなことのようでありますが、その辺について今

の時点でわかる点があったら、お聞かせ願いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

先ほど市長答弁でもございました。１０年計画の今ちょうど中間点ということで、今年度、この

健康いといがわ２１の見直しに当たりましてアンケート調査を実施しております。これは実施する

前に、基本的な数値を把握するという意味でアンケート調査を実施したわけでございますが、５年

たってそれがどういうふうに改善しているのか、また逆の数字なのか、その辺も把握する意味でア

ンケート調査を実施しまして、来年度に向けてこの計画の見直しを図るという中で、その辺の数値

的な検証をいたしまして、今後の計画見直し等に取り組んでいきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

生活習慣病を予防するためにも適度な運動が必要だというふうにされておりますが、先ほども答

弁がありましたけれども、現在取り組まれていること、いろんな取り組みをされておりますよね。

１年間の参加者はどれくらい参加されているものか、聞かせてもらえますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

１年間の参加ということで、運動ということでよろしいでしょうか。 

運動分野につきましては、教室がいろいろ数があるわけですが、例えば健康体運動教室、これは

各体育館等でやっております。２１年度は登録者数が５２１人、延べ利用者数か１万５,３８７人。 

それから各地区公民館等でやっております地区運動教室、これは現在、２１年度は１２カ所でご

ざいます。登録者数は４８８人、延べ利用者数が７,６８６人。 

それから水中運動教室、これは１年を１期・２期・３期・４期と分けまして、クアリゾートのプ

ール、それから能生のＢ＆Ｇプールでやっております。これが登録者数が３９９人、利用者数が

２,９９１人でございます。 

それから毎週日曜日に今の総合福祉センター、ここは常時インストラクター等がいないわけです
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が、日曜日には当課のインストラクター、健康運動指導士が出向いて指導しておる。これが年間で

１,９４９人。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

延べで約３万人ぐらい、実質その１０分の１ぐらい、３,０００人ぐらいが参加していると。大

ざっぱでそのぐらいでないかなと思いますが、そういうふうにやられているのも積極的にやってい

ただくというのと同時に、健康体操等今ほど答弁されたそういうことの普及、取り組みと同時に、

身体活動を幅広くとらえる必要もあるんでないかなというふうに思います。 

最初に言いましたように、長野県をはじめ有業率の高い県は、１人当たり老人医療費が低いとこ

ろが多いという傾向もあるとのことであります。いろんなスポーツに親しむと、家庭菜園を楽しむ

と。１日当たり約３００キロカロリー以上のエネルギーを消費するような身体活動が推奨されてい

るそうでありますが、歩けば１万歩ということですよね。 

例えば温泉、４１.５度、４１～４２度の温泉に１０分間入れば、８０から１００キロカロリー

消費するそうでありますから、３０分入れば３００キロカロリーくらい消費することになります。

ストレス解消にもなりますし、固まった筋肉をほぐすことにもなるんですね、血流もよくなると。

肥満の方は水中運動がいいそうですけども、そうでない方は、糖尿病の温泉療法ということも言わ

れております。健康いといがわ２１では、温泉の活用というのはないようでありますけれども、こ

れらも含めて健康づくりを楽しく、長続きするような、多様な取り組みにしていったらどうかと思

うんですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

今、議員ご指摘の長野県の例を述べられました。健康づくりにつきましては、これはやはり個人

の意識といいますか、その意識があって継続があるということでございます。 

いろいろ他県では市町なりで、いろんなユニークな取り組みがやられております。それは１つの

健康づくりを意識づけするきっかけだと思っています。 

当市でも例えば運動に関しましては、今出ましたがウオーキングにつきましても、気軽にウオー

キングができるということで、家の中でも歩数をふやせるということで、レッツ・ウオーキングと

いう、健康運動士が作成しましたウオーキング方法。それと曲に合わせ、この曲も市の職員がつく

ったんですが、そういうのをやったり、あるいは地区運動教室につきましては、これも独自に考案

した体操ですが、これも各地区に出向いてやっています。 

これは今、４年目になりまして、大変毎回利用者もふえておりまして、参加者がふえておるとい

うことで、これは特に日ごろ運動をされてない高齢者の方が中心でございます。これは４年たって



 

－ 322 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

だんだん実情がわかってきたんですが、そこに集まる、コミュニティの場というのもありますし、

また、参加してない方への声かけ、そんなことで地域のコミュニティの場であったり、また、これ

は後でも出てくると思いますが、自殺対策の引き込み等を防ぐという声かけもやっていただいてる

ということで、そんなような効果があって、各市町村でいろんな取り組みがあります。我々もそう

いうものを参考にしながら、自分自身の当市の取り組みを推進していきたいというふうに考えてお

ります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

食事と身体運動の関係でお聞きしてきたんですが、心の健康ということでお聞きしたいと思いま

す。 

ストレス社会と言われるような社会環境にあるわけでありますけども、休養、ストレスの原因を

少なくすることと、ストレスの解消法を習得することが大事だと思います。健康いといがわ２１で

もそういうふうな点は挙げてあるわけでありますけれども、また、うつ病等、心の病気に早く気づ

き対処することも大事なことであります。これらの取り組みについて、聞かせていただけますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

この休養・こころの健康の分野でございますが、これはやはり一番の目標は、自殺者の減少とい

うことを掲げてございます。県もこれにはちょっと力を入れておりまして、県も全国的には高い自

殺率、当市につきましては県内では中ほどなんですが、やはりその中でも高齢者が多いというのは

当市の特徴でございます。 

やはり自殺予防、これは１つはうつ病対策になるわけですが、市民、あるいはそういう我々職員、

あるいは介護を含めた医療福祉従事者等、まだまだ正しいうつ病の理解ができていないという現状

があります。 

県と共同していろいろ事業をやっとるわけですが、すみ分けといたしまして県のほうは若年者、

それから市のほうは高齢者、お互いに同じ事業をやるんですが、特に主体的に取り組む区分けとい

たしまして、今のような取り組みをしてます。 

市のほうも平成２１年３月に、高齢者におけるうつ病対策マニュアルというのを作成しまして、

これらを利用いたしまして、特に各地区自治会とか公民館、あるいは老人クラブ、民生委員さんへ

の研修。このような方に周りから気づくと、そのマニュアルですね、それからどういうふうに対処

したらいいのか、そんなようなことを地区の皆さんにわかっていただいて、高齢者の方に対応して

いただきたいというふうな形で、地区ぐるみといいますか、そんなような形で今取り組んでいると

ころでございます。 

以上でございます。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

今、自殺者の点について説明があったわけでありますけども、２０市の中で平成２０年度の自殺

者数を見ますと、糸魚川市は１３人に減少しております、１５番目と少なくなっております。平成

１８、１９、２０年度を見ますと減っているんですが、これも今言われたような取り組みの成果で

はないかと思います。今後も自殺者がなくなるような、そういう糸魚川市を目指して取り組んでい

ただきたいと思います。 

それと学校での取り組みについて伺いたいんですが、ストレスの原因をなくすること、あるいは

ストレスの解消法を習得すること、こういうふうなことも大事だと思います。こういう休養・ここ

ろの健康という点では、どういう取り組みが行われているか、お聞きしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

靏本こども課長。 〔教育委員会こども課長 靏本修一君登壇〕 

○教育委員会こども課長（靏本修一君） 

お答えいたします。 

子どもの心の安定、それからストレスの発散を、どのように学校教育では推進しているのかとい

うふうなご質問だと受けとめさせていただきました。 

各学校ではそれぞれ工夫しておりますけれども、遊び時間、そこらあたりは随分大事に確保して

おります。ある学校では、お昼休みに掃除をしないで６０分、思い切って子どもたちに遊ぶ時間を

設定したり、あるいは仲間と一緒になって遊ぶような遊びを紹介したり、季節に応じた遊びを紹介

したりというふうな部分で、遊びというふうなものを随分大事にしております。 

中学校のほうでは部活動、学校行事に生徒を主体的にリーダーにさせて、自分たちの行事として

受けとめさせて思い切り取り組ませるというふうな部分で、やっぱり子ども主体の時間設定、子ど

も主体の事業推進というふうな部分を中心にしながら進めています。 

一方、そうしている中なんですけども、子どもの悩みは非常に複雑で多岐にわたりますし、個人

差があります。例えば友人関係とか、それから学習関係の問題とか、家族の悩みとか、それから自

分の担任の先生への悩みとか、あるいは健康問題についての悩みとか、成長してきますと自分の性

格的な面の悩み等も持ち始める生徒もおります。そんなふうな悩みを抱えた生徒に、どのような体

制で教育相談の体制を充実させていくかというふうなことが、非常に大きなかぎになります。 

一方では、発散させ、主体性を持たせ、一生懸命に教育活動を組むんだけれども、その裏に何ら

かの悩みを持っている子どもを、教育相談という形でいう学校のほうでは力を入れて推進していま

す。 

これも徐々に、徐々にその体制が整ってきているんですけれども、１つは教育相談室、それから

子どもの教育相談員、現在７名います。それから適応指導教室の設置、それから家庭児童相談室、

現在５名の体制で、それぞれ地区分担を持ちながら担当していますし、子どもの教育相談員につい

ては定期的に学校に訪問して、子どもたちが来る、来ないにかかわらずそこにいて、担任に話せな
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い悩み、あるいはその人だったら話せるというふうなことで、訪れる生徒、児童も多いそうです。

そんなことで悩みを聞いてくれる人、場所の設定というふうな部分で、できるだけ悩みを深みには

めないように、気楽に話せるように、そんなふうな環境づくり等も徐々に体制を充実さて、推進し

ている最中でございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

がん、糖尿病などの生活習慣病への対策と、がん検診等検診の受診率アップの取り組み、この点

についてはどうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

生活習慣病につきましては、内臓脂肪をためない生活習慣の定着ということで、まず、やっぱり

自分の体の状況を知っていただくということで、健診を受けていただきたいということと、健診を

受けた結果に基づきまして、また保健指導を受けていただきたいということでございます。 

確かに健診の受診率が先ほどのお話に出たとおり、県内ではちょっと低いほうという認識がござ

います。これにつきましては健診の方法といいますか、回数もそうですが、特に平成２０年度に特

定健診制度が導入されたときに、若干今までの集団というのと、それから施設健診という分け方を

いたしまして、その際に健診率が落ちたという状況がありましたが、その後、２１年、２２年とい

う中では、上がってきとるという状況でございます。 

また、がん検診につきましても施設検診、集団検診を中心に進めておるわけですが、これもやは

り県内でも低い状況があります。やはり市民の皆さんは、自分の健康は自分で守るという意識のも

とで、まず検診を受けていただきたいということなんですが、検診を受けやすい環境といいますか、

取り組みと申しますと、特に女性の特有のがん、乳がん、子宮頸がん等でございますが、これにつ

いては国の補助事業もありますが、無料のクーポン券を配布したり、また、県も特に乳がん検診に

ついては積極的に取り組んでおりまして、ことし県内の事業で、休日に県内の大型ショッピングセ

ンターへ検診車を配置しまして、そこへ見えられた方が気楽に受けられるような取り組み。これも

また上越でも秋に行う予定で、それにも参画する予定ですが、そんなような取り組みを進めていき

たいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

受けやすい環境の整備を、積極的に進めていっていただきたいと思います。 
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２００５年（平成１７年）に、たばこの規制に関する世界保健機関枠組条約が発効しまして、健

康増進法にも２５条には、多数の者が利用する施設の管理者は、受動喫煙を防止するために必要な

措置を講ずるよう努めなければならないと規定をされております。 

ことしの２月２５日付、厚生労働省健康局長通知で、受動喫煙防止対策についてというのが出さ

れてありますが、ここでは今後の受動喫煙防止対策の基本的な方向性として、多数の者が利用する

公共的な空間については、原則として全面禁煙であるべき旨、各自治体あて周知したとのことであ

ります。 

これを受けて阿賀野市では、９月１日から市庁舎、公民館などの市の公共施設が、施設内禁煙と

なったそうであります。率先して受動喫煙防止に取り組んでいく立場にある糸魚川市としては、ど

のように対応するかお聞きいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

今ほどの公共施設の禁煙、分煙活動でございます。これも健康いといがわ２１で、１８年に制定

されて以来、取り組んでおります。１８年度では、公共施設の５０％でございました。今現在、こ

としの４月現在では８２％というふうに徐々に取り組んでおりまして、今後は、またこれをふやす

ように努力したいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

この国際条約では、たばこの消費及び受動喫煙が、健康、社会、環境、及び経済に及ぶ破壊的な

影響から、現在及び将来の世代を保護することが基本理念とされておりますが、当市におきまして

も、健康づくり施策の柱の１つと位置づけられております。今ほど答弁がありましたが、積極的に

たばこ対策を進める必要があると思います。阿賀野市のような取り組みをすべきではないかと思い

ますが、今後の推進についての取り組みを、いま一度お聞かせ願いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

今後の取り組みといたしましても、今ほどの禁煙、分煙活動。それと、やはり未成年者の喫煙を

なくすということで学校教育と若年者ですね、そういう取り組みも進めていかないといけないとい

うように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

特に市として公共施設、率先して阿賀野市のように取り組んでいっていただきたいと思います。 

歯の健康では、胎児期、乳幼児期、児童期、成人期、高齢期の対策が行われておりますが、当市

ではどういうふうに行われているか、簡潔で結構ですが、聞かせていただけますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

当市の今のご指摘の年齢につきましては、希望制によりましてフッ素洗口を実施しております。 

○２６番（新保峰孝君） 

５つの段階で。 

○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩します。 

 

〈午後３時４５分 休憩〉 

 

〈午後３時４６分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

まず、乳幼児期と、また妊産婦につきましては、こども課のほうの親子健康係のほうで歯磨きの

実施とか、正しい口腔の知識の普及というふうにやってます。学校は学校教育の中で、それらの取

り組みをしておると思います。 

また、成人につきましては、今一番問題なのは歯周病予防でございます。歯周病予防につきまし

ては、歯が抜けていくというだけでなくて、血管の老化とか糖尿病にも結びつくということで、特

に成人につきましては、歯周病予防に力を入れているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

８０２０運動もずっと取り組まれておりますし、ぜひそういう点を踏まえて進めていっていただ
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きたいと思います。 

この健康づくりを進めていく上で、長野県佐久市の保健補導員のような仕組みができないかと。

人口１０万人の市に２万３,０００人の保健補導員経験者がいるのは、大変な力になるんでないか

というふうに私は思います。 

最初、答弁がありましたけども、糸魚川市の場合、水中運動サポーター、登録人数１４名、報告

に出ている人数ですよね。地区運動推進員１０名、そのほかに食生活改善推進員がいるという形に

なっていると思いますけども、これを一体的にもっと大勢の市民が健康づくりを支えるような、佐

久市のようなそういう仕組みというものを検討できないかということなんですが、お考えを聞かせ

ていただけますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

佐久市の保健補導員というのがいらっしゃるそうで、これは旧糸魚川でもはつらつ健康推進員と

いう制度が合併前にあったそうですが、これが担い手不足で中止になったということでございます。 

今現在、ご指摘の地区運動推進員、あるいは食生活改善推進員、推進員のほうは組織でございま

すが、２００人以上のこういう方がいらっしゃいます。市といたしましては、これらの方を活用と

いう言い方は悪いですけど、お願いして地区ぐるみで健康づくりに取り組んでいただきたい。 

食生活改善推進員も食生活だけじゃなくて、運動とか心の問題も自分たちの運動の一環としてや

っておりますので、それらと連携して今後進めていきたいというふうに考えてます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

全体で２００人ぐらいですね、この健康づくりを応援して支えてくれる方がいらっしゃるという

ことでありますけども、佐久市の場合は、自治会で何十人に１人という割合で何人か推薦して、市

長が２年間委嘱するという、そういう仕組みになっております。 

今ほど結構大勢の方が支えているということでありますので、その支えてくれる方ですよね、そ

れを食生活改善推進員のような形でどんどんふやしていくと、協力者をふやしていくということで、

この健康づくりというのを推し進めていっていただきたいなと。 

少ない人数だと、例えば何とか委員会ですよね。この健康いといがわ２１でもいろんな団体の代

表が出て、いろんなことを検討してこうしましょうと。その会社なり地域に帰って、こうしましょ

うと言っても、実際に進めるとなった場合には、やはり先ほど言われたサポーター、あるいは地区

運動推進員とか、食生活改善推進員とか、そういう方が少ないと、なかなか進まないと思うんです

ね。そういう形で、ぜひ広げて進めていっていただきたいと思います。その際、佐久市の例もぜひ

研究してみていただきたいと思います。 

健康づくりを進める上で、やっぱり楽しさというものも必要だということで、糸魚川市も取り組
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んでいるんですが、佐久市の例を挙げますと里山の散策や保全活動、歩くことの勧め、温泉浴の勧

めと、温泉が１つ入っています。それから健康長寿体操の普及、これは糸魚川市もやってます。家

庭菜園を活用した健康づくり、こういうことが健康づくりのシンボル事業として取り組まれており

ます。 

ほかの市町村でも、いろんな特徴的な取り組みが行われていると思いますが、やはり狭めないで、

大勢の市民の皆さんが参加できるような形を考えていくと。その点で、こういういろんな事業を、

シンボル的な事業として取り組んでいくというのは、非常に大事なんでないかと思うんですよ。 

いま一度、考えをお聞かせ願いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今、議員が申した点につきましては、我々も当然そういったことを頭に置いてさせていただいて

おります。ただ、任命されたり、手を挙げた方ではなくて関心を持った方、そして市民の皆様方が、

あの人みたいに健康になりたいと言えるような指導員をつくりたいということの中で、進めさせて

いただいておるわけでございます。ですから指導員というのは、どんどん、どんどんふやしていき

たいという気持ちで、当初から設置をさせていただいております。ですから、多くの方にこれから

広げていくためにも加わっていただきたい。そして皆さんも健康になりたいというような要望が持

てるような指導員をつくっていくことが、私は健康が市民に広がっていく１つの事柄だろうという

ことで、スタートをさせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

埼玉県坂戸市を政務調査で訪問した際、痴呆防止に葉酸入りパン等を、企業の協力で製品化して

いるというお話を伺いました。この葉酸は、胎児の発達に必要不可欠なものだということで強調さ

れておりますけれども、この痴呆防止、認知症予防、こちらのほうにも効果があるということで、

もっと葉酸を摂取していただこうという取り組み。坂戸市葉酸プロジェクトがつくられて、地元関

係企業の協力で坂戸葉酸ブレッド、これはパンですが、それから坂戸葉酸ドレッシング等オリジナ

ル商品がつくられ、売り出されているということであります。そのときのお話では、認知症関係の

医療費は平成１５、１６、１７年度に月２００万円ずつ上がっていたけれども、下がる傾向が見え

てきたと、この効果ということであります。 

糸魚川市でも高齢者の認知症予防という点も、これを考えた取り組みというのも必要ではないか

というふうに思いますが、この点についてはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 
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○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

葉酸につきましては緑黄色野菜、それから果物、レバーに多く含まれておるということで、わか

めを食べよう運動では、この副菜ということで野菜という運動を進めておるわけであります。 

厚生労働省の葉酸の摂取基準がございます。成人男女では２４０マイクログラム、特に妊婦が不

足しますと妊婦への直接影響、また胎児への影響というのがありますので、これは４００マイクロ

グラムということを推奨しております。この葉酸につきましては、認知症予防にもなるという研究

もされておるようであります。 

市としましては、このわかめを食べよう運動、いわゆる副菜をとろうという運動を、子どもから

高齢者まで全市民に対して、推奨をしていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

認知症予防という点も、ぜひ考えていっていただきたいと思います。 

この健康いといがわ２１が、地域ぐるみの取り組みとなるように、さらに力を入れて取り組んで

いっていただきたいと思います。 

２番目の高齢者世帯の除雪、雪踏み支援事業についてお尋ねしたいと思います。 

ご承知のように山間部は雪が多くて、屋根雪をおろした後、排雪しなければなりません。作業員

１人当たり、１万８,０００円から２万８,０００円だけれども、複数人で作業して１回５万円かか

ったと。排雪に重機を入れれば９万円かかると。５回分、６万円をまとめて使えるようにしてもら

えないかと、こういう声を１月、２月の段階でお話を聞きました。 

まとめて使えれば、２回で１０万円かかれば４万円の負担で済みます。しかし１回ずつの計算で

すと、７万６,０００円の負担となります。１カ月の収入の大半を除雪費に取られてしまうと、改

善できないか、こういうことであります。いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

結城福祉事務所長。 〔福祉事務所長 結城一也君登壇〕 

○福祉事務所長（結城一也君） 

お答えいたします。 

ことしの雪といいますか、１月、２月に降りました大雪で、うちのほうで把握しております山間

部の方で、お一人最高でどれくらい使ったかという金額なんでございますが、お一人最高で１２万

７,４００円お使いになっておられます。また、１回の最高額では７万６,７００円という形で把握

をさせていただいております。 

ただ、山間部の１回当たりの平均という形になりますと、実は１万３,９１３円という形になり

ますし、お一人当たりの平均ということになりますと、４万３,７２８円という平均が出ておりま

す。 

うちのほうは山間部に対しましては、一応５回までということで出させていただいておりますが、
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１人当たり３万４,２７９円、それから１回当たり１万９０７円ですから、支援の割合からいいま

すと、約８０％ぐらいの支援をさせていただいたという形でやらせていただいております。 

ただ、議員さんが言われましたように、１回で多数払ったということにつきましては、例えば上

限であります６万円までというのも、今後の中でまた検討させていただきたいなと思っております

が、今のところ平成２１年度に降った雪につきましては、そういう形で処理させていただきました。

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

平成２１年度の屋根雪除雪支援事業補助金、これは最初の答弁にありましたように１５４人で、

金額のほうは４７２万円となっております、平成２１年度、４７２万円。雪踏み支援事業が８５万

円です。１年前の平成２０年を見ますと、屋根雪除雪支援事業補助金が１１万円、雪踏み支援事業

が２５万円です。 

温暖化が進んで、毎年大雪になるわけじゃないんですよね。大雪になるというのは、何年かに

１回という状態できてると思うんです。ですからこの４７２万円が、毎年かかるというわけじゃな

くて、それは何年かに一遍、そういうふうになることもあると。そういうことを考えれば、やはり

まとめて使えるようにするということと、助成額の引き上げというのが必要ではないかと思うんで

すが、平成２１年度はそういうふうに行ったということでありますが、今後のことになりますけれ

ども、そういう改善というものが必要ではないかと思うんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

非常に雪国でございますので雪に対する不安や、一番困っておるのは、やはり高齢者の皆様方は

雪の始末だろうと思うわけであります。そういう中で、どれだけでもやはりご支援をしていきたい

と思うわけでありますが、しかし、財源も必要なわけでございますので、それを毎年取っておくよ

うな状況にはできませんので、やはり雪に応じた対応をしていきたいと思うわけであります。なる

べく皆さんに、そういった雪の処理についてはご支援をしていきたいという中で、財源を見合わせ

ながら取り組んでいきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

財源をふやしながらということでありますので、ぜひ改善を進めていっていただきたいと思いま

す。 

今の制度ですと、先ほど話を聞いた方の作業員の人夫賃だとしますと、１人当たり８,０００円
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ぐらいの差額が負担として出てくるわけですよね。それを前提にしていますので、除雪の回数がふ

える、人数が多いということになればなるほど、要するに山間部の人ほど、雪がいっぱい降ると負

担がいっぱいになっていくということになるわけであります。高齢者の方は、なかなか収入のほう

も大変でありますから、ぜひ負担軽減策ということを考えていっていただきたいと思います。 

いま１つ、これは新しい制度でどうかということでありますが、西海地区では６５歳以上の世帯、

障害者世帯等、除雪が困難な世帯を対象に西海地区除雪協力会をつくって支援をしているというこ

とであります。料金は、市の除雪人夫賃金の普通作業員単価を参考に設定されているということで

あります。全市的にこのような支援組織ができれば、除雪が困難な高齢者世帯、市の対象から外れ

たそういう方ですね、そういう世帯等が助かるというふうに思うんですが、こういう点については

検討できないかどうか、伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

結城福祉事務所長。 〔福祉事務所長 結城一也君登壇〕 

○福祉事務所長（結城一也君） 

お答えいたします。 

西海地区に、そのような団体があるというのは承知しております。 

ただ、糸魚川市で屋根雪除雪をお願いしていますのは、ほとんど建設業者の皆様方からの除雪と

いうことを考えております。当然、西海地区につきましても、その団体の方にも同じような形でや

っていただいておりますので、うちのほうといたしましては、市内にそういうのができれば、また、

あくまでも高齢者なり、母子家庭の契約という形になるかと思いますけれども、安くやっていただ

ける向きには、うちのほうとすれば反対するものでもございませんし、あれなんでございますが、

なかなか建設業界のほうも社員の関係で、屋根にはのぼりたくないという若い職員もいるというふ

うに聞いておりまして、人材不足というのもちょっと聞いておりますもんで、あれなんですが、そ

ういう制度が西海以外にもできれば、うちのほうとすれば歓迎してるというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

私がお話を伺った中では、平牛とか雪の少ないほうの方が、雪の多いほう、西海の上のほうの協

力をしていただいてると。そうでない方も、上の方もいらっしゃるわけですが、そういうことがぜ

ひ全市的にできるという方向で、少し考えていただきたいなというふうに思います。 

ごみ処理の点でありますが、８月２０日、一般廃棄物最終処分場調査対策特別委員会で、長岡市

の栃尾一般廃棄物最終処分場と、南魚沼市の枡形山一般廃棄物最終処分場を調査に行ってまいりま

した。いずれも屋根つきの閉鎖型最終処分場で、破砕した不燃ごみを埋め立てて、浸出汚水を処理

して再循環させると、そういう仕組みになっておりました。 

大野の最終処分場は、現施設は閉鎖工事をしなければならないと思いますし、新しい施設をつく

るとすれば、栃尾のような屋根つき閉鎖型で、処理水は外へ出さない仕組みにする必要があるので
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はないかと思います。どのようにするか最終的な方針決定は、いつごろなされるのかということを

お聞きしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金平環境生活課長。 〔環境生活課長 金平美鈴君登壇〕 

〇環境生活課長（金平美鈴君） 

お答え申し上げます。 

一般廃棄物最終処分場につきましては議員ご承知のとおり、昨年度の詳細調査で指摘された問題

点について、今年度はさらに調査を実施いたしております。また、現在の水処理施設の機能につき

ましても調査をいたしております。これらの調査結果に基づきまして、恒久対策を検討するもので

ございます。 

昨年実施いたしました詳細調査では、基準値を超える水銀については確認されませんでした。し

かし、場内の排水に水がたまりやすい場所があることなど、いろいろ課題が明らかになっておりま

す。このことから、現在は地下水の計測など必要なモニタリング等、調査を継続中でございます。

今月いっぱい計測を続け、この結果に基づきまして、恒久的な対策を検討することになります。 

また、この間の特別委員会の視察で見ていただきました処分場でございますが、クローズ型とい

うことで今ほどお話がございました。処分場の施設のあり方につきましては、オープン型、クロー

ズ型、それぞれメリット・デメリットがございます。それぞれの地域に合った施設を検討していか

なければならないと考えております。しかし、いずれにいたしましても構造基準に合った、安全・

安心な施設にするとともに、管理面でも適切な対応が必要であると考えております。 

市の方針等につきましては、もう少し調査の結果を見てお示ししたいと思いますし、地元の大野

区の皆様ともご相談させていただきながら、決めていきたいと思っておりますので、もう少し時間

をいただきたいと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

いろいろ問題が出たわけであります。ほかの自治体から市外調査に来るような、最新式の一般廃

棄物最終処分場としていただきたいと思います。 

終わります。 

○議長（倉又 稔君） 

以上で、新保議員の質問が終わりました。 

本日はこれにてとどめ、延会といたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

〈午後４時１０分 延会〉 
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